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[選択項目] 年度：1991～2023年 文中： tan

0.1 ex cosxと tanxのマクローリン展開を x4 の項まで求めよ.

(北海道大 2017)　　 (m20170101)

0.2 (1) 不定積分
∫

tanx dxを計算せよ. ヒント : t = cosxとおくとよい.

(2) 定積分
∫ 2

1

log x dxの値を求めよ.

(北見工業大 2009) 　　 (m20090202)

0.3 ２変数関数 z = arctan
y

x
の偏導関数

∂z

∂x
,
∂z

∂y
を求めよ.（注：

(
arctanX

)′
=

1

1 +X2
である）

(北見工業大 2012) 　　 (m20120202)

0.4 次の積分を求めよ.

(1)

∫
tanxdx

(
tanx =

sinx

cosx
である.

)
(2)

∫ π
2

0

x sin 2x dx

(北見工業大 2015)　　 (m20150204)

0.5 −π
2
< y <

π

2
での x = tan yの逆関数を y = arctanxとする.

(1) arctanxの導関数を書け. （証明は省略しても良い. ）

(2) 関数 f(x) = arctanx− log
√
1 + x2 の 0 ≦ x ≦

√
3での最大値と最小値を求めよ.

(北見工業大 2019)　　 (m20190203)

0.6 −π
2
< y <

π

2
での x = tan yの逆関数を y = arctanxとする.

f(x) = arctanx− x

2
の x ≧ 0での最大値を求めよ.

(北見工業大 2022) 　　 (m20220204)

0.7 sin θ + cos θ = 1/3 のとき，次の値を求めよ．

(1) sin θ cos θ (2) tan θ + 1/ tan θ

(岩手大 1994)　　 (m19940302)

0.8 次の 　 内に当てはまる整数を入れよ．注意：log は自然対数で，π は円周率である．

(1) lim
x→0

arctan x

x
= (p) (2) lim

x→0

log | cosx|
x2

=
1

(q)

(2) lim
x→0

log |1− x2|
log | cosx|

= (r) (4) lim
x→π

2

2sin x − 2

log | sinx|
= log (s)

(秋田大 2002)　　 (m20020402)

0.9 次の極限を求め, 　 内に当てはまる整数を入れよ.

(1) lim
x→0

tan 3x

x
= 　 (2) lim

x→∞

x3

ex
= 　 (3) lim

x→0

log x2

log | sinx|
= 　

(4) lim
x→0

2cos x − 2

log | cosx|
= 　 (5) lim

x→0

log |1− x2|
log | cosx|

= 　

(秋田大 2007) 　　 (m20070403)
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0.10 x = tan tと置き換えて, 次の定積分を求めよ.∫ 1

−1

dx

(x2 + 1)
3
2

(秋田大 2011) 　　 (m20110403)

0.11 次の不定形の極限値を求めなさい.

(1) lim
x→0

(
tanx

x2 − x

)
(2) lim

x→0

(
ex − x− 1

x2

)
(3) lim

x→π
2

(
tanx− secx

)
(秋田大 2015)　　 (m20150402)

0.12 関数 f(x)のマクローリン展開は以下のように与えられる．

f(x)～f(0) + f ′(0)x+
1

2
f ′′(0)x2 + · · ·

ただし，f ′ と f ′′ は，それぞれ f の導関数と第 2次導関数を示す．

(1) 関数 f(x) =
1

1 + x2
をマクローリン展開し，x2 の項まで示せ．

(2) 以下の関係が成り立つことを示せ．
d

dx

(
Tan−1x

)
=

1

1 + x2

ただし，関数 y = Tan−1xは，関数 y = tanxの逆関数であり，原点を通る．

(3) 関数 F (x) = Tan−1x

について，−∞ < x <∞での増減・極値・グラフの凹凸・変曲点を調べよ．

(4) y = F (x)のグラフの概形を描け．

(東北大 2003)　　 (m20030501)

0.13 任意の自然数 nに対する数列を以下の定積分により定義する.

In =

∫ π/4

0

dx

cos2n−1 x

(1) I1 を求めよ.

(2) I2 を求めよ. 必要であれば次の関係式を用いよ.

1

cosx

d

dx
(tanx) =

1

cos3 x

(3) In に成立する漸化式を求めよ.

(4) 以下に示す極限を求めよ.

lim
n→∞

nIn
2n

(東北大 2020)　　 (m20200502)

0.14 次の各問に答えよ．

(1) tanx

(
−π
2

< x <
π

2

)
の逆関数を tan−1 x(−∞ < x <∞)で表す．tan−1 xの導関数を求めよ．

(2) 不定積分
∫

x

x2 − 6x+ 13
dxを求めよ．

(3) lim
n→∞

(
n

n2
+

n

n2 + 1
+

n

n2 + 22
+ · · ·+ n

n2 + (n− 1)2

)
=
π

4
となることを示せ．

（お茶の水女子大 1999）　　 (m19990606)

0.15 変数変換 t = tan(θ/2) を用いて三角関数の積分を計算してみよう．
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(1) cos θと sin θは変数 tを用いて，以下のように表せることを示せ．

cos θ =
1− t2

1 + t2
,　 sin θ =

2t

1 + t2

(2) 次の関数式を示せ．
dt

dθ
=

1

2
(1 + t2)

(3) 次の不定積分を求めよ．
∫

dθ

sin θ
,　
∫

dθ

cos θ
ただし，もし必要であれば以下の公式を用いて良い．

sin(α+ β) = sinα cosβ + cosα sinβ

cos(α+ β) = cosα cosβ − sinα sinβ

（お茶の水女子大 2001）　　 (m20010604)

0.16 Arctanx は tanxの逆関数で，x = 0のとき値が 0となるものを表すとする．

(1) Arctanxの原点を中心とする Taylor展開を５次の項まで記せ．

(2) xArctan(x2) の原点を中心とする Taylor展開を 11次の項まで記せ．

（お茶の水女子大 2001）　　 (m20010605)

0.17 (1) (−1, 1)を定義域とする関数 fを, f(x) = arctanx+arctan

(
1− x

1 + x

)
で定める. ただし, arctanx

は, tanx
(
−π
2
< x <

π

2

)
の逆関数とする.

(a) f ′(x)を求めよ.

(b) arctan
1

2
+ arctan

1

3
=
π

4
を示せ.

(2) gを (−1, 1)上で定義された C2‐級関数とする . gのテイラー展開あるいはロピタルの定理を用

いて

lim
h→0

g(h) + g(2h) + g(−3h)− 3g(0)

h2
= 7g′′(0)

を示せ（ただし, ロピタルの定理を用いる際は, 定理の仮定を満たしていると確認する事）.

(3) hを (−2, 2)上で定義された C1‐級関数とする . h(0) = 0であれば, 広義積分
∫ 1

0

h(x)

x3/2
dxが存

在することを示せ.

(お茶の水女子大 2009) 　　 (m20090601)

0.18 次の定積分の値を求めよ.

(1)

∫ 2

1

x2 log x dx

(2)

∫ √
3

0

arctanx dx ただし, arctanは正接 tanの逆関数の主値を表すものとする.

(お茶の水女子大 2013) 　　 (m20130601)

0.19 逆正接関数について以下の問に答えよ.ただし値域は
(
−π
2
,
π

2

)
とする.

(1) tan−1 x+ tan−1(a− x) =
π

4
が実数解をもつ aの範囲を求めよ.

(2)
(
tan−1 x

)′
=

1

1 + x2
を示せ.

(3)

∫
tan−1 xdxを求めよ.

(4) tan−1 xを x10 の項までマクローリン展開せよ.

(お茶の水女子大 2016)　　 (m20160609)
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0.20 逆正接関数（tanxの逆関数）Arctan xの Taylor 展開をもとに, 以下のようにして
π

4
の近似を与え

よ. ただし, Arctan 0 = 0とする.

(1) |x| < 1のとき
1

1 + x2
= 1− x2 + x4 − x6 + · · ·

となることをもとに, x = 0における Arctan xの Taylor 展開を求めよ.

(2) 上で求めた Taylor 展開の部分和に x = 1を代入することで Arctan 1 =
π

4
を近似することを考

える. 近似の誤差を 0.1や 0.01以下にするためには第何項までの和を考える必要があるかを論

じよ. また, 誤差を 0.1以下とする場合にはどのような近似値が得られるかを実際に述べよ.

(お茶の水女子大 2019)　　 (m20190604)

0.21 カージオイドと呼ばれる極座標形式で表された曲線 r = 1 + cos θについて, 以下の問いに答えよ.

(1) 曲線の概形を図示せよ. ただし, 作図の根拠も示せ.

(2) この曲線の全周囲長を求めよ. ただし, 1 + cos θ = 2 cos2
θ

2
という関係を用いても良い.

(3) 下図に示すように, 曲線上の点 P (r, θ) (0 < θ <
π

2
)における接線と原点 O から点 P を結ん

だ直線（動径）のなす角度を ϕとする. また, 接線と始線のなす角度を αとする. このとき,

tanϕ = tan(α− θ)であることを用い,

tanϕ =
r

r′

となることを示せ. ただし, r′ = dr/dθである. また, これを用いて ϕを θで表せ.

(4) 下図に示すように, 動径と接線のなす角度を β とする. 曲線上の点 P (r, θ) (0 < θ <
π

2
)で接線

と角度 β をなすもう一つの直線が始線と交わる点を Rとする. このとき, 三角形 OPRは二等

辺三角形となることを示せ.

O R 始線

α

P

ϕ

β

β

θ

r

曲線

接線

動径

(東京大 2014) 　　 (m20140703)

0.22 以下の問いに答えよ.

(1) 次の微分方程式において y(0) = 1を満たす解を求めよ.

dy

dx
+

1

x2 + 1
y = e− tan−1 x

(2) −π
4
< x <

π

4
で定義された関数 y についての微分方程式

d2y

dx2
+ 4y =

1

cos 2x
(∗)

の一般解を以下の設問の手順にしたがって求めることを考える.
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(a) 微分方程式
d2y

dx2
+ 4y = 0

の２つの一次独立解 y1, y2 を実関数の形で求め, そのロンスキ行列式W (y1, y2)を計算せ

よ. ここでロンスキ行列式とは

W (y1, y2) = y1
dy2
dx

− y2
dy1
dx

のことである.

(b) 式 (∗)の特殊解が,
du

dx
y1 +

dv

dx
y2 = 0

を満たす u(x), v(x)を用いて

y = u(x)y1 + v(x)y2

という形に書けると仮定したとき, u(x), v(x)それぞれが満たす 1階の微分方程式を導け.

(c) 式 (∗)の一般解を求めよ.

(東京大 2015)　　 (m20150701)

0.23 iを虚数単位とし, zは複素数とする. 以下の問いに答えよ.

(1) 次の複素数を x+ iy（x, yは実数）の形ですべて求めよ. ただし, x, yの表式に三角関数を含ん

ではならない.

(a)
(
1−

√
3i
)3

(b) i1/2 (c)
(1− i)6

(1 + i)8

(2) 関数 z = tanω =
sinω

cosω
の逆関数を ω = tan−1 zで表す.

(a) 次の式が成り立つことを示せ. tan−1 z =
i

2
log

(
i+ z

i− z

)
ただし, log は複素対数関数である.

(b) tan−1 zの zに関する微分を求めよ.

(3) 複素平面において, 曲線 C を z = eiθ (0 ≤ θ ≤ π)とする.

(a) 次の積分 I(k)を求めよ. ここで, kは 0 < k < 1の定数とする. I(k) =

∫
C

1

k2z2 + 1
dz

(b) k = 2−
√
3のとき, I の値を求めよ.

(4) 実積分 J の値を留数定理により求めることを考える. J =

∫ ∞

0

cosx

(x2 + 1)2
dx

(a) J の積分範囲を [−∞,∞]と変形して, 被積分関数に eix を用いて J を表せ.

(b) 関数 f(z) = 1/(z2 + 1)2とする. 複素平面において, 図１の半径 Γ（円弧 ADB）の半径 R

が十分に大きい時, 次のことが成り立つことを示せ. lim
R→∞

∫
Γ

f(z)dz = 0

(c) 図１の C に関する周回積分を考えることにより, J の値を求めよ.

このとき, 複素平面の上半平面において,

lim
R→∞

∫
Γ

f(z)eizdz = 0

であることを用いてよい.

O

虚軸

実軸

C

R−R
AB

D
Γ

図１

5



(東京大 2020)　　 (m20200703)

0.24 (1) 次の関数をマクローリン展開し，ゼロでない最初の３項を示せ． tan−1 x

(2) 次の級数の収束域を求めよ．
2

1 · 3
+

3x

2 · 4
+

4x2

3 · 5
+ · · · · · ·
(東京工業大 2002)　　 (m20020802)

0.25 次の定積分, 二重積分の値を求めなさい. ここで, tan−1 xは, tanxの逆関数（アークタンジェント）

のことである.

(1)

∫ 1

0

tan−1 x dx

(2)

∫∫
D

y2

(x2 + y2)3
dxdy , D = {(x, y) | x ≧ 0, y ≧ 0, x2 + y2≧ 1}

(東京農工大 2009) 　　 (m20090904)

0.26 (1) u = tan
x

2
とおく. sinx , cosxを uを用いて表せ.

(2) I1 =

∫ π/2

0

sinx

1 + sinx
dx , I2 =

∫ π/2

0

cosx

1 + cosx
dxを求めよ.

(電気通信大 2008) 　　 (m20081003)

0.27 次の微分方程式を解け.

(1) sinx cos2 y − dy

dx
cos2 x = 0

(2)
dy

dx
+ y tanx = sin 2x

(3)
d2y

dx2
− 4

dy

dx
+ 5y = sin 2x

(電気通信大 2009) 　　 (m20091004)

0.28 関数

f(x, y) =
π

4
− Tan−1

√
x2 + y2

に対して, xyz空間内の曲面 S : z = f(x, y)を考える. 以下の問いに答えよ.

ただし, y = Tan−1xは x = tan y
(
−π
2
< y <

π

2

)
の逆関数を表す

(1) (x, y) ̸= (0, 0)に対して, 偏導関数 fx(x, y), fy(x, y)をそれぞれ求めよ.

(2) 曲面 S 上の点

(√
6

2
, −

√
6

2
, f

(√
6

2
, −

√
6

2

))
における S の接平面の方程式を求めよ.

(3) 曲面 S と平面 z = 0で囲まれる立体の体積 V を求めよ.

(電気通信大 2020)　　 (m20201003)

0.29 (1) z4 + 1 = 0となる複素数 zを求めよ.

(2) x =
√
tan θ

(
0 < θ <

π

2

)
に対して, 導関数

dx

dθ
を xの式で表せ.

(3) 広義積分 I =

∫ π
2

0

√
tan θ dθを求めよ.

(電気通信大 2020)　　 (m20201005)

0.30 次の極限値を求めよ.

lim
x→0

sin 3x

tanx
(横浜国立大 2016)　　 (m20161105)
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0.31 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(1)
dy

dx
=
y2 − 1

tanx
(2)

dy

dx
= xn − y

x
ただし, nは正の整数である.

(横浜国立大 2020)　　 (m20201102)

0.32 次の問に答えなさい. ただし, log xの底は, 自然対数の底 (e)とする.

(1) (a) 関数 log(1 + x)と x cosxを, それぞれ 3次の項までマクローリン展開しなさい.

(b) lim
x→0+0

(
1

log(1 + x)
− 1

x cosx

)
を求めなさい.

(2) lim
n→∞

n
√
4n + 3n を求めなさい.

(3) lim
x→∞

(√
log x+

√
log x−

√
log x−

√
log x

)
を求めなさい.

(4) lim
x→0+0

(1− tanhx)
1

sin x を求めなさい.

(千葉大 2017)　　 (m20171201)

0.33 f(x, y) = tan−1 y

x
で

∂2f

∂x2
+
∂2f

∂y2
を求めよ．

(筑波大 1998）　　 (m19981302)

0.34 以下の設問 (1),(2)に答えなさい．

(1) f(x, y) = tanx+ tan y − tan(x+ y) (0 ≤ x < π , 0 ≤ y < π)の極値を求めなさい．

(2) 半径 rの円に外接する三角形のうち，最小の面積をもつのはどのような場合か．また，その最小

値はいくらか．

(筑波大 2003)　　 (m20031311)

0.35 三角形 ABC において, tanA , tanB , tanC の値がすべて整数であるときに, これらの値を求めよ.

(筑波大 2007) 　　 (m20071323)

0.36 定積分 I =

∫ 2π

0

dθ

2 + cos θ
の値を, 以下の 2通りの方法で計算せよ.

(1) (a) I = 2

∫ π

0

dθ

2 + cos θ
を示せ.

(b) 積分変数を x = tan
θ

2
に置換せよ

(
ヒント：cos θ =

1− x2

1 + x2
である

)
.

(c) 積分を実行して I を求めよ.

(2) (a) 複素数 z = eiθ とおいたとき, z +
1

z
を計算せよ.

(b) その結果を基に I を zに関する複素積分に変換せよ.

(c) 留数定理を用いて I を求めよ.

(筑波大 2008) 　　 (m20081311)

0.37 任意の実数 xについて y = tan−1(x) + tan−1

(
1

x

)
の値を, tan−1(x)の微分を用いて求めなさい.

(筑波大 2013) 　　 (m20131319)

0.38 逆正接関数 f(x) = Tan−1x
(
−π
2
< f(x) <

π

2

)
に関する以下の問いに答えよ.

(1) y = Tan−1xとおき, x = tan yとすることで,
dy

dx
を yの関数として求めよ.

(2) (1 + x2)f ′(x) = 1が成り立つことを示せ.
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(3) f (n)(x)に関する漸化式 (1 + x2)f (n+1)(x) + 2nxf (n)(x) + n(n− 1)f (n−1)(x) = 0が成り立つこ

とを示せ. ただし, nは 1以上の整数である.

(4) f (n)(0)に関する漸化式を解き, mを 0以上の整数として f (2m)(0)および f (2m+1)(0)を求めよ.

(筑波大 2014) 　　 (m20141309)

0.39 デカルトの葉形と呼ばれる平面曲線 C : x3 − 3xy + y3 = 0について, 次の問いに答えよ.

(1) C の特異点をすべて求めよ.

(2) C 上の点 (x, y)に関する xyの極値をすべて求めよ.

(3) x = r cos θ, y = r sin θとおき, C の極方程式を求めよ.

(4) C は第１象限で, ある図形を囲むがその図形の面積 S を求めよ.

(ヒント：極方程式を用いて, t = tan θとおけ)

(筑波大 2015) 　　 (m20151303)

0.40 y = tanxの逆関数を y = arctanxと書く. ある yの値に対して y = tanxを満たす xは多数存在す

るが, 定義域を −π
2
< x <

π

2
に限る場合, y = tanxは単射となり一意に逆関数を定義することがで

きる. この定義域における y = tanxの逆関数を y = Arctanxと書くこととする.

上記の定義域において, 次の問に答えよ

1⃝ y = Arctanxについて,
dy

dx
=

1

1 + x2
を証明せよ.

2⃝ 次の無限級数 S の値を求めよ. ただし, その導出過程を示すこと.

S = lim
n→∞

(
n

n2 + 1
+

n

n2 + 22
+

n

n2 + 32
+ · · ·+ n

n2 + n2

)
(筑波大 2020)　　 (m20201305)

0.41 次の関数 f(x)の x = 0における微分可能性を調べよ (aは定数). ただし, 逆三角関数は主値をとる

ものとする.

f(x) =

 a|x| − x tan−1 1

x
(x ̸= 0)

0 (x = 0)

(筑波大 2021) 　　 (m20211315)

0.42 2つの 2変数関数

F (x, y) = x2 + 2xy − y2

G(x, y) = log
√
x2 + y2 − arctan

y

x

について, 以下の各問に答えよ. ただし, y = arctanxは y = tanx
(
−π
2
< x <

π

2

)
の逆関数であ

る. また,
d

dx
arctanx =

1

1 + x2
である.

(1) G(x, y)の x, yに関する偏導関数 Gx(x, y), Gy(x, y)をそれぞれ求めよ.

(2) ラグランジュの未定乗数法を用いて, F (x, y)が条件 G(x, y) = 0のもとで極値をとる点の候補

を求めよ.

(3) G(x, y) = 0の陰関数 y = g(x)について, その 1次導関数 g′(x)を xおよび g(x)で表せ, また,

2次導関数 g′′(x)を x, g(x)および g′(x)で表せ.

(4) (3)を用いて, 条件 G(x, y) = 0のもとでの F (x, y)の極小値を求めよ.
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(筑波大 2022) 　　 (m20221308)

0.43 F (x, y) = xy tan y + π tan y − xとする. 以下の問いに答えよ.

(1) tanx = a0 + a1x+ a2x
2 + a3x

3 + o(x3) (x→ 0)を満たす実数 a0, a1, a2, a3 を求めよ.

ただし, o(・)はランダウの記号（スモール・オー）を表す.

(2) 1以上の整数 nに対し, 開区間
((

n− 1

2

)
π,

(
n+

1

2

)
π

)
を Inとおく. 各 Inにおける方程式

tanx =
1

x
(x ∈ In)

の解を xn とする. dn = xn − nπとおくとき F

(
1

n
, dn

)
= 0を示せ.

(3) x = 0を含む開区間 I と, I において定義された微分可能な関数 φ(x)であって

F (x, φ(x)) = 0 (x ∈ I), φ(0) = 0

を満たすものが存在することを示せ.

(4) (2)の xn を

xn = nπ + b1
1

n
+ b2

1

n2
+ b3

1

n3
+ o

(
1

n3

)
(n→ ∞)

と表示したときの実数 b1, b2, b3 を求めよ.

(筑波大 2022) 　　 (m20221316)

0.44 y = tan−1 x2 について，次の問に答えよ．

(1) グラフの概形を描け．

(2) x = 0における２次の微分係数 y′′(0)を求めよ．

（埼玉大 2001）　　 (m20011403)

0.45 Ω = {(x, y) ∈ R2 | x > 0}とし, Ωで定義された実数値関数 f を

f(x, y) = tan−1 y

x

とする. ただし, tan−1 は正接関数 tanの定義域を
(
−π
2
,
π

2

)
に制限したものの逆関数である.

また, D = {(x, y) ∈ Ω | 2 ≦ x2 + y2≦ 3 , 0 ≦ y ≦ x}とおく.次の問に答えよ.

(1) f の 1階の偏導関数をすべて求めよ.

(2) f の 2階の偏導関数をすべて求めよ.

(3) Dを図示せよ.

(4) 重積分
∫∫

D

f(x, y)dxdyの値を求めよ.

(埼玉大 2005) 　　 (m20051406)

0.46 (1) t = tan
x

2
とするとき，sinx, cosxおよび

dt

dx
を tの式で表せ．

(2) 定積分
∫ π

2

0

dx

2 + cosx
を求めよ．

(埼玉大 2006) 　　 (m20061402)

0.47 次の微分方程式を解け.
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(1) 2x2
dy

dx
= x2 + y2 (2)

dy

dx
+ y tanx+ cot2 x = 0

(埼玉大 2007) 　　 (m20071406)

0.48 以下の関数を微分せよ.

(1) y = tan−1 x

a
（aは 0ではない定数） (2) y = xx

(埼玉大 2008) 　　 (m20081401)

0.49 (1) つぎの関数を微分せよ.

y = tan−1

(
1− cosx

sinx

)
(2) つぎの関数の第 n次導関数を求めよ.

y = (x+ 1)2 log(x+ 1)

(埼玉大 2010) 　　 (m20101405)

0.50 (1) 以下の微分方程式を解け.

(a)
dy

dx
= tanx · tan y

(b) cosx
dy

dx
− y sinx = 2 cosx sinx

(c)
d2y

dx2
+
dy

dx
− 6y = ex

(2) y(t)が時刻 tにおける物体の位置を表すとすると, f ′(t)は速度, f ′′(t)は加速度を表す.

(a) 下記の運動方程式を満たすこの物体の位置 y(t)を求めよ.

y′′(t) + k2y(t) = 0 (k > 0の定数)

(b) 初期条件 y(0) = A0 , y
′(0) = 0 を満たす解を求めよ.

(埼玉大 2010) 　　 (m20101408)

0.51 次の不定積分を求めよ. ∫ (
2x2 tan−1 2x

)
dx

(埼玉大 2011) 　　 (m20111402)

0.52 次の関数を微分せよ.

y = tan(log x) (x > 0)

(埼玉大 2013) 　　 (m20131401)

0.53 次の関数を xについて微分せよ.

(1) y = tan

(
1

1 + x2

)
(2) y = x(e

3x)

(埼玉大 2016)　　 (m20161401)

0.54 以下の微分方程式を解け.

(1) 2
dy

dx
=

y

tanx
(2) x

dy

dx
− 2y = x3ex (3)

d2y

dx2
+ y = cosx

(4)
d4y

dx4
− 8

d2y

dx2
+ 16y = x2

(埼玉大 2016)　　 (m20161407)
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0.55 次の関数を xについて微分せよ.

(1) y =
sin 3x

1 + cos 3x
(2) y = e

x
tan x

(埼玉大 2017)　　 (m20171401)

0.56 tan
θ

2
= xのとき,　以下の問いに答えよ.

(1) sin θ =
2x

1 + x2
を証明せよ. (2) cos θ =

1− x2

1 + x2
を証明せよ.

(群馬大 2007) 　　 (m20071504)

0.57 以下の式を簡単にせよ.

(1) (sin 25° − 3 sin 65°)2 + (3 cos 115° + cos 155°)2

(2) tan(45° + θ) tan(45° − θ) + tan(135° + θ) tan(135° − θ)

(3) (sinx+ cosx)2 +
(1− tanx)2

1 + tan2 x
+ tan2 x+ cos2 x (1− tan4 x)

(群馬大 2013) 　　 (m20131501)

0.58 次の微分方程式を解け． y′ + y tanx =
1

cosx
, y(0) = 1

(茨城大 2001)　　 (m20011704)

0.59 関数 y = tanxの定義域を−π
2
< x <

π

2
に制限すると,その逆関数 y =Arctanxを考えることができ

る.次の各問に答えよ.

(1) y =Arctanxの導関数
dy

dx
は

1

1 + x2
となることを示せ.

(2) 定積分
∫ 1√

3

0

Arctanx dxを求めよ.

(茨城大 2005) 　　 (m20051702)

0.60 定積分
∫ 1

0

x tan−1 x dxを計算せよ. ただし, 関数 y = tan−1 xは, y = tanxの定義域を−π
2
< x <

π

2
に制限するときに定義される y = tanxの逆関数を表す.

(茨城大 2013) 　　 (m20131702)

0.61 −∞ < x < ∞ である x に対して, tan y = x 満たす y で −π
2
< y <

π

2
を満たす唯一のものを

y = Arctan xと表わす. 以下の各問に答えよ.

(1) cos(Arctan x) =
1√

1 + x2
を示せ.

(2) 曲面 z = Arctan

(
x

y

)
上の点 P =

(
1, 1,

π

4

)
での接平面を求めよ.

(3) 関数 y = x
√
x2 + 1 + log

(
x+

√
x2 + 1

)
の微分を求めよ.

(4) 曲面 z = Arctan

(
x

y

)
の, xy 平面上の有界閉領域D =

{
(x, y) ∈ R2 : x2 + y2 ≦ 1

}
の真上にあ

る部分の曲面積を求めよ.

(茨城大 2022) 　　 (m20221702)

0.62 tan−1x は tanx の逆関数で区間
(
−π
2
,
π

2

)
に値をとるとする．このとき

(1) (tan−1x)′ を求めよ．

(2)
d

dt
tan−1(cos t) を求めよ．
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(3) tan−1(cos t) の導関数の t =
π

2
における値を求めよ．

(信州大 1999）　　 (m19991901)

0.63 (1) t = tan θのとき, sin 2θを tを用いて表せ.

(2) t = tan θと置換して, 不定積分
∫

dθ

1 + sin 2θ
を求めよ.

(信州大 2015) 　　 (m20151902)

0.64 (1) 次の不定積分を求めよ. ∫
tan−1

√
x dx

(2) R2内の領域DをD =
{
(x, y) ∈ R2

∣∣ 0 ≤ x+ y ≤ 1, 0 ≤ x− 2y ≤ 1
}
で定めるとき, 2重積分∫∫

D

(3x+ 2y)dxdy

の値を求めよ.

(3) f は [0, 1]上の実数値連続関数で,

∫ 1

0

|xf(x)|dx <∞であるとする. このとき, 次の関数が R

上で一様連続であることを示せ.

g(x) :=

∫ 1

0

cos(xy)f(y)dy

(信州大 2020)　　 (m20201906)

0.65 次の問いに答えよ．

(1) t = tan
x

2
とすると，sinx, cosx, dx は，それぞれ次のように t で表されることを示せ．

sinx =
2t

1 + t2
,　 cosx =

1− t2

1 + t2
,　 dx =

2

1 + t2
dt

(2) 不定積分
∫

1

3 sinx+ 4 cosx
dx を求めよ．

(新潟大 2000)　　 (m20002002)

0.66 自然数 nに対して, In =

∫ π
2

0

sinn tdtとおく.次の問に答えよ.

(1) 任意の実数 xに対して, 1 + x ≦ ex を示せ.

(2) (1− x2)n≦ e−nx2

(−1 ≦ x ≦ 1)および e−nx2

≦ (1 + x2)−n (−∞ < x <∞)を示せ.

(3) x = cos tとおくことにより,

∫ 1

0

(1− x2)ndx = I2n+1 を示せ.

(4) x = tan tとおくことにより,

∫ ∞

0

1

(1 + x2)n
dx = I2n−2 (n ≧ 2)を示せ.

(5)
√
n I2n+1≦

∫ ∞

0

e−x2

dx ≦
√
n I2n−2 (n ≧ 2)を示せ.

(新潟大 2005) 　　 (m20052003)

0.67 次の関数を微分せよ. ただし, logは自然対数で表す.

(1) tan(x2 − 3x) (2) x2 log x (3) x3(x2 + 5x+ 1)−1

(新潟大 2012) 　　 (m20122001)

0.68 以下の問に答えよ.
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(1) F (ω) =

∫ a

−a

e−jωtdtを求め, F (ω)のグラフを描け.

(2) F ′(ω) =
dF (ω)

dω
を ω = 0以外で求めよ.

(3) y = tan(aω)のグラフを, 横軸を aω軸, 縦軸を y軸とする座標平面に, −π
2
≤ aω ≤ 5π

2
の範囲

で描け.

(4) F (ω) = 0となる aωの値の位置を, 問 (3)で描いた座標平面に • 印で示せ.

(5) F ′(ω) = 0となる aωの値の位置を, 問 (3)で描いた座標平面に ⊙ 印で示せ.

(新潟大 2014) 　　 (m20142004)

0.69 等式 tanx =

∞∑
n=0

anx
n が −π

2
< x <

π

2
で成り立つような定数 an のうち a0 から a5 までを求めよ.

(新潟大 2015)　　 (m20152017)

0.70 実数 θに対してR(θ) =

(
cos θ − sin θ

sin θ cos θ

)
, K =

(
1 0

0 −1

)
とおく. 以下の問いに答えなさい.

(1) R(θ)K = KR(−θ)を示しなさい.

(2) 原点を通る傾き tan θの直線に関する対称移動を表す行列を A(θ) とするとき, A(θ) = R(2θ)K

を示しなさい.

(3) A

(
7π

12

)
A(θ) = R

(π
2

)
となる A(θ)を求めなさい.

(長岡技研大 2007) 　　 (m20072102)

0.71 xy平面において, 領域 S, T を

S : x2 + y2 ≦ 1

T : 1 ≦ x2 + y2 ≦ 4, 0 ≦ y ≦ x

と定義する. 下の問いに答えなさい.

(1) 重積分
∫∫

S

(x2 + y2)dxdyを求めなさい.

(2) 重積分
∫∫

T

tan−1 y

x
dxdyを求めなさい.

(長岡技科大 2020)　　 (m20202103)

0.72 実数 xと正の整数 nに対して, Rn(x)を

arctanx = x− 1

3
x3 +

1

5
x5 − · · ·+ (−1)n−1

2n− 1
x2n−1 +Rn(x)

によって定める. ただし, arctanxは y = tanx
(
−π
2
< x <

π

2

)
の逆関数である. このとき, 次に答

えよ.

(1) 1− t2 + t4 − · · ·+ (−t2)n−1 =
1− (−t2)n

1 + t2
を用いて, Rn(x) =

∫ x

0

(−t2)n

1 + t2
dtとなることを示せ.

(2) |x| ≤ 1のとき Rn(x) → 0 (n→ ∞)となることを示せ.

(金沢大 2008) 　　 (m20082208)

0.73 関数 tanx
(
−π
2
< x <

π

2

)
の逆関数を f(x) (−∞ < x <∞)とする.次の問いに答えよ.
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(1) 公式
d

dy
tan y = tan2 y + 1

(
−π
2
< y <

π

2

)
を利用して

(x2 + 1)f ′(x) = 1 (−∞ < x <∞)

となることを示せ.

(2) n = 1, 2, 3, · · · に対して

(x2 + 1)f (n+1)(x) + 2nxf (n)(x) + n(n− 1)f (n−1)(x) = 0

が成立することを示せ.

(3) m = 1, 2, 3, · · · に対して,微分係数 f (2m+1)(0)の値を求めよ.

(金沢大 2010) 　　 (m20102202)

0.74 0 < ε <
π

2
とし,

Dε =
{
(x, y)

∣∣∣x ≧ 0 , x2 + y2≦ 1 , y ≧ (tan ε)x
}
,

Iε =

∫∫
Dε

xy2dxdy

とおく. 次の問いに答えよ.

(1) Dε を図示せよ.

(2) Iε を求めよ.

(3) lim
ε→+0

ε−3(Iε − a) = bとなる定数 a, bを求めよ.

(金沢大 2013) 　　 (m20132208)

0.75 被積分関数に自然対数を含んでいる定積分

I =

∫ 1

0

log(1 + x)

1 + x2
dx

の値が 0.18 < I < 0.28となることを確かめる. 次の問いに答えよ.

(1) 0 ≦ x ≦ 1のとき, 不等式

log(1 + x)

1 + x2
≧
(
x− 1

2
x2
)
(1− x2)

が成り立つことを示し, これを用いて I ≧ 11

60
であることを導け.

(2) 2つの等式

1 + tan θ =

√
2 cos(π4 − θ)

cos θ

(
−π
2
< θ <

π

2

)
および ∫ π/4

0

log
{
cos
(π
4
− θ
)}

dθ =

∫ π/4

0

log(cos θ)dθ

がそれぞれ成り立つことを示し, これらを用いて定積分 I を計算せよ.

(3) π < 3.2および log 2 < 0.7であることと問題 (1)(2)の結果を合わせて,

0.18 < I < 0.28であることを確かめよ.

(金沢大 2019)　　 (m20192202)

0.76 正接関数 tanxの逆関数を tan−1 xとし, x ̸= 0となる (x, y) に対して関数 f(x, y) = tan−1
(y
x

)
を定める. 次の問いに答えよ.
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(1) 偏導関数を計算して, fy(x, y)− fx(x, y)と fxx(x, y) + fyy(x, y) を求めよ.

(2) 0 < a < 1に対し

Da =
{
(x, y)

∣∣∣ a2 ≦ x2 + y2, 0 ≦ x ≦ 1, 0 ≦ y ≦
√
3x
}

とするとき, 重積分

Ia =

∫∫
Da

{fy(x, y)− fx(x, y)} dxdy

を計算し, 極限値 lim
a→+0

Ia を求めよ.

(金沢大 2019)　　 (m20192203)

0.77 x ∈ Rに対して,

f(x) = x
(
log
(
x2 +

1

2

)
− 2
)
+

√
2 tan−1

(√
2x
)

とおく. 以下の問いに答えよ.

(1) 極限値 lim
x→+∞

f(x)

x log(x)
を求めよ.

(2) f の導関数を求めよ.

(3) f の極値を求めよ.

(金沢大 2020)　　 (m20202207)

0.78 次の関数 f(x)の導関数を求めなさい. 　　　　　　

(1) f(x) = tan−1 x

(2) f(x) = log(log x)

(金沢大 2022) 　　 (m20222211)

0.79 次の計算をせよ.

(1)
d

dx
x

2
3 (x > 0) (2)

d

dx
ex

2

(3)
d

dx
tan−1(2x)

（富山大 2004）　　 (m20042301)

0.80 次の関数の導関数を求めよ.

(1) x cosx (2)
√
1 + x2 (3)

1

1 + sin2 x
(4) Tan−1x

(富山大 2005) 　　 (m20052301)

0.81 次の計算をせよ．

(1)
d

dx
tan−1(2x) (2)

d

dx
xe−x2

(富山大 2006) 　　 (m20062301)

0.82 次の計算をせよ.

(1)
d

dx
x2e−2x (2)

d

dx
log(tanx)

(
0 < x <

π

2

)
(3)

d

dx
(cosx)x

(
−π
2
< x <

π

2

)
(富山大 2010) 　　 (m20102301)

0.83 次の計算をせよ.

(1)
d

dx

1

loge(1− x)2
(2)

d

dx
(cos 2x)−2 (3)

d

dx
tan

(
ex

2

2

)
(富山大 2013) 　　 (m20132301)
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0.84 次の計算をせよ. 計算の概略も示すこと.

(1)
d

dx
loge

{
(x− 1)ex

2
}

(x > 0) (2)
d

dx

{
(x− 2)x

tanx

}
(x > 2)

(富山大 2015)　　 (m20152305)

0.85 次の計算をせよ. 計算の概略も示すこと.

(1)

∫
arctan

x

2
dx (2)

∫ π
2

0

(4 cos4 x− 6cos6x) dx

(富山大 2015)　　 (m20152306)

0.86 θ が 0付近では tan θ≒ θ と近似されることがある. この近似が成り立つ理由についてテイラー展開

（マクローリン展開）を用いて説明せよ.

(富山大 2021) 　　 (m20212303)

0.87 次の定積分を求めよ．

(1)

∫ π/4

0

log(1 + tan θ)dθ (2)

∫ √
π/2

0

x cosx2dx

(福井大 2001)　　 (m20012406)

0.88 次の極限値を求めよ.

(1) lim
x→0

eax − ebx

x
(2) lim

x→0

tanx

x
(3) lim

x→1

x2 + 3x− 4

x2 − 1
(4) lim

x→0

3
√
8 + x− 2

x

（福井大 2004）　　 (m20042402)

0.89 次の計算を行え（途中経過も書くこと）.

(1) lim
x→0

sinx2

e2x2 − 1
= (2)

d

dx

(
1

tanx

)
=

(福井大 2007) 　　 (m20072401)

0.90 次の関数の不定積分を求めよ.

(1)
1√

2x− 3
(2)

1− x

x2
(3) tanx (4) ex cosx

(福井大 2008) 　　 (m20082416)

0.91 次の関数を微分せよ.

(1) y =
1−

√
x

1 +
√
x

(2) y = x1/x (3) y = loga x

(4) y = tan−1 x (5) y = e−a2x2

(福井大 2009) 　　 (m20092408)

0.92 次の関数を微分せよ.

(1) y = loge
(
cos2 x

)
(2) y = xtan

−1 x

(福井大 2011) 　　 (m20112402)

0.93 z = arctan

(
x2 − y2

x2 + y2

)
のとき, x

∂z

∂x
+ y

∂z

∂y
= 0 となることを示せ.

(福井大 2011) 　　 (m20112405)

0.94 次の関数を微分せよ.

(1) y =
√
4 sinx+ 6
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(2) y = log
5
√
x+ 5

x− 5

(3) y = − tan5 x

(4) y = sin5 x+ cos5 x

(福井大 2012) 　　 (m20122417)

0.95 不定積分を求めよ.

<公式 > 必要に応じて次の公式を使ってもよい.∫
dx

x2 + a2
=

1

a
tan−1

(x
a

)
+ C ( a,C は定数 )

(1)

∫
sin2 x cosx dx

(2)

∫
dx

x2(2 + x2)

(福井大 2013) 　　 (m20132407)

0.96 次の微分方程式の一般項を導出して, 初期条件を満たす解を求めよ.

(1)
dy

dx
+ x2y = x2 （初期条件：x = 0のとき y = 2 ）

(2)
dy

dx
= y2 + y （初期条件：x = 0のとき y = 1 ）

なお, 必要であれば,
1

y2 + y
=

1

y
− 1

y + 1
の関係を用いること.

(3)
dy

dx
+ 2y tanx = sinx （初期条件：x = 0のとき y = 0 ）

(福井大 2013) 　　 (m20132414)

0.97 以下の (1)および (2)の極限値を求めよ.

(1) lim
x→0

tan−1 x

x
(2) lim

x→π
2

cosx

π − 2x

(福井大 2014) 　　 (m20142417)

0.98 曲率 ρ(注) に関する以下の微分方程式について答えなさい.

y′′ = ρ(1 + y′
2
)

1
2 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

ただし, y′ =
dy

dx
とする.

(1)
dρ

dx
を求めなさい.

(2) 円の方程式 x2 + y2 + 2x+ 2y + 1 = 0のとき, (1)の曲率 ρ に関する xの微分
dρ

dx
が 0となり,

曲率 ρは一定であることを示しなさい.

(3) ρを定数として, 微分方程式 1⃝を解きなさい. 必要であれば, 以下の置換法

y′ = ν = tan θ
(
−π
2
< θ <

π

2

)
を用いること.

（注）曲線上の各点において, その曲線の曲がりの程度を示す値.

(福井大 2015)　　 (m20152425)

0.99 (1) F (x, y) = 0のとき, Fy ̸= 0ならば
dy

dx
= −Fx

Fy
となることを示せ.

(2) f(x, y) = arctan
y

x
のとき,

∂2f

∂x2
+
∂2f

∂y2
= 0となることを示せ.

(福井大 2018)　　 (m20182401)
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0.100 次の微分方程式 1⃝について以下の問に答えよ. ただし, y′ =
dy

dx
, y′′ =

d2y

dx2
とする.

xy′′ + 2y′ + xy = 0 · · · · · · 1⃝

(1) 関数 y1 =
cosx

x
は, 微分方程式 1⃝の解であることを示せ.

(2) xの関数 uについて, y = uy1 が微分方程式 1⃝の解であるとき, uは次の微分方程式

d2u

dx2
− 2(tanx)

du

dx
= 0

を満たすことを示せ.

(3)
du

dx
= vとおくとき vを求めよ.

(4) uを求めよ.

(5) 微分方程式 1⃝の一般解を求めよ.

(静岡大 2011) 　　 (m20112509)

0.101 次の関数の偏導関数を求めよ.

(1) f(x, y) = arctan
y2

x
− arctan

x+ y2

x− y2
(2) f(x, y) = x

√
y2 − x2 + y2arcsin

x

y

(静岡大 2013) 　　 (m20132503)

0.102 次の式の値を求めよ.

(1) tan θ = 1/3のとき. (sin θ + cos θ)2 の値を求めよ.

(2) (1 + tanα)/(1− tanα) = 2 +
√
3のとき, cosαの値を求めよ.

(岐阜大 2009) 　　 (m20092614)

0.103 y(x)を未知関数とする,次の常微分方程式 (A)について,以下の問いに答えよ.

y′(x)− tan(x) y(x) = 2e2 sin(x) , −π/2 < x < π/2 (A)

(1) y(x; y0)を初期条件 y(0) = y0 を満たす微分方程式 (A)の解とするとき, y(x; y0)を求めよ.ただ

し, y0 は実数とする.

(2) (1)の解 y(x; y0)について,極限 lim
x→−π/2

y(x; y0)が有限な値となるような初期値 y0 はあるか.も

しもあるなら,そのときの初期値 y0と lim
x→−π/2

y(x; y0)を求めよ.また,もしもないのであれば,そ

の理由を述べよ.

(岐阜大 2010) 　　 (m20102605)

0.104 aを 1より大きい定数とする. 方程式

tan−1 x =
ax

1 + x2

の区間 (0,∞)における実数解の個数を求めよ. ただし, tan−1 xは xの逆正接関数で, tan−1 0 = 0

とする.

(岐阜大 2011) 　　 (m20112601)

0.105 z = tan−1
(y
x

)
とおく. 偏導関数 zx, zxy を求めよ.

（ なお記号 tan−1 は逆三角関数を表す. ）

(岐阜大 2017)　　 (m20172602)
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0.106 α, β が共に鋭角であり，sinα =
1

3
, sinβ =

2

3
のとき，tan(α+ β) を求めよ．

(豊橋技科大 2001) 　　 (m20012705)

0.107 関数 f(t) = ae−bt sin(ωt+ c)について，次の問いに答えよ．ただし，a, b, c, ωは正の定数とする．

(1) t ≥ 0での関数 f(t)の概略図を描け．

(2) 関数 f(t)の極大，極小が tan(ωt+ c) =
ω

b
を満たす t のときに生ずることを示せ．

(豊橋技科大 2003)　　 (m20032705)

0.108 2次曲線 y = x2 + (m+ 2)x+ (m2 + 4)の接線のうち,原点を通る傾き k1, k2 の 2本の直線のなす角

を θとする. θが最大となるときのmの値を求めたい.ただし, mは実数, 0 ≤ θ ≤ π

2
とする.

(1) tan(α− β)を tanα, tanβ を用いて表せ.

(2) k1 , k2 をmを用いて表せ.

(3) tan θをmを用いて表せ.

(4) θが最大となるときのmの値と tan θの値を求めよ.

（豊橋技科大 2004）　　 (m20042705)

0.109 xy直交座標系の点列 (xi, yi) , i = 1, · · · , N に対し，各点からの垂直距離の 2乗和が最小となるよう

な直線を求めたい．次の各問いに答えよ．

(1) 次の文章中の空欄 　ア　 ～ 　コ　 に適当な数式を入れよ．

各点に単位質量を置いたときの重心を Gとすると，その座標は(
x̄

ȳ

)
=

 　ア　

　イ　

 (1)

となる．xy座標系に対し，この重心Gを原点として，角度 θで回転させた uv座標系を考える．

このとき (
x′i
y′i

)
=

(
xi

yi

)
−

(
x̄

ȳ

)
(2)

とおけば，(xi, yi)と (ui, vi)との関係は θを用いて(
ui

vi

)
=

 　ウ　 　エ　

− 　エ　 　ウ　

( x′i
y′i

)
(3)

で与えられる．もし求めたい直線を u軸にとれば，問題は

J(θ) =

N∑
i=1

v2i (4)

で定義される J(θ)を最小にする角度 θを求めることに等しい．

式 (3)の vi を θで微分し，ui を用いて表すと
∂vi
∂θ

= 　オ　 (5)

となるから，式 (4)を θで微分して 0とおけば

∂J(θ)

∂θ
= −2

N∑
i=1

uivi = 0 (6)

を得る．この式 (6)に，式 (3)を代入することにより，

　カ　
N∑
i=1

x′iy
′
i = 　キ　

N∑
i=1

(x′i
2 − y′i

2
) (7)

となり，次式を得る．
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2 　キ　

　カ　
=

2
N∑
i=1

x′iy
′
i

N∑
i=1

(x′i
2 − y′i

2
)

(8)

式 (8)の左辺は，倍角の公式により

2 　キ　

　カ　
= 　ク　 (9)

と書けるから，式 (8)は

　ク　 =

2

N∑
i=1

x′iy
′
i

N∑
i=1

(x′i
2 − y′i

2
)

(10)

となる．よって，式 (10)の右辺を計算して，式 (4)を最小化する θを求めればよい．

式 (4)を最小化する θを θ̂とし，求めたい直線が重心 Gを通ることを用いれば，直線の式は

y = tan θ̂
(
x− 　ケ　

)
+ 　コ　 (11)

として与えられる．

(2) 4点 (−1, 0) , (3, 1) , (4, 3) , (6, 2)があるとする．

(a) これらの 4点に単位質量を置いたときの重心 Gの座標を求めよ．

(b) これらの 4点に関し，
N∑
i=1

x′iy
′
i ,

N∑
i=1

x′i
2および

N∑
i=1

y′i
2 を求めよ．

(c) これらの 4点からの垂直距離の 2乗和が最小となる直線の傾き θを求めよ．ただし，分数は

既約分数とし，三角関数およびその逆関数はそのままでよい（例：cos
7

4
πや　 sin−1 1

3
など）．

(豊橋技科大 2006) 　　 (m20062710)

0.110 次の関数を微分せよ.

f(x) =
1

tanx
(x ̸= nπ, nは整数)

(豊橋技科大 2012) 　　 (m20122704)

0.111 tanx = tとするとき，sin 2x, cos 2xを tで表わせ．次に，dxを t及び dtで表わせ．

(名古屋大 2000）　　 (m20002801)

0.112 以下の定積分を計算せよ.

(1)

∫ 2π

0

cosmx cosnx dx （m,nは負でない整数）

(2)

∫ 1

0

log(1 + x)

1 + x2
dx （ヒント：x = tan θとおけ.また, cos θ + sin θ =

√
2 cos

(π
4
− θ
)
である.）

(名古屋大 2011) 　　 (m20112803)

0.113 以下の問いに答えよ.

(1) 定積分
∫ π

4

π
6

1

tan2 x
dxの値を求めよ.

(2) 関数 ln
(
x+

√
x2 + 1

)
の導関数を求めよ.

(3) y =
1

2
x2 によって表される曲線の 0 ≤ x ≤ 1の部分の長さを求めよ.

(名古屋大 2014) 　　 (m20142803)
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0.114 次の定積分を求めよ. ただし, y = tan−1 xとした場合, x = tan yであることを意味する.∫ 1

0

x tan−1x dx

(名古屋大 2017)　　 (m20172802)

0.115 次の積分の値を求めよ．
∫ ∞

0

tan−1x

1 + x2
dx

(名古屋工業大 1999） 　　 (m19992901)

0.116 次の極限値を求めよ．

(1) lim
x→0

tan(3x)

x

(2) lim
x→∞

(x−
√

1 + x+ x2)

(名古屋工業大 2000)　　 (m20002901)

0.117 (1) 次の 2つの逆三角関数の導関数を求めよ．

(i) tan−1 1

x
(ii) sin−1 x√

1 + x2

(2) (1)を参考にして，原点以外で定義される関数 f(x) = sin−1 x√
1 + x2

+ tan−1 1

x
を簡単な形にせよ．

(名古屋工業大 2006) 　　 (m20062903)

0.118 ∆ =
∂2

∂x2
+

∂2

∂y2
とし, 次の計算結果を最も簡明な形で示せ. ∆

(
tan−1 y

x

)
(名古屋工業大 2008) 　　 (m20082903)

0.119 極限 lim
x→0

(
1

tanx
− 1

x

)
を求めよ.

(名古屋工業大 2012) 　　 (m20122906)

0.120 (1) t = tan
x

2
と置くとき, tを用いて cosxを表せ. また

dx

dt
を tで表せ.

(2) t = tan
x

2
と置換して定積分 I =

∫ 2π/3

0

1

5 + 4 cosx
dxの値を求めよ.˙

(名古屋工業大 2018)　　 (m20182902)

0.121 以下の関数を微分せよ.

(1) y =
3x− 2

x2 + 1
(2) y =

√
2x2 − 3 (3) y = ex sinx

(4) y =
1

tanx
(5) y = log(x2 + 1)

(三重大 2012) 　　 (m20123116)

0.122

∫
1

sinx
dx = log

∣∣∣tan x
2

∣∣∣+ C (C は定数)を証明せよ.

(三重大 2016)　　 (m20163104)

0.123 次の関数を微分せよ.

(1) y = x2x (x > 0) (2) y = e−2x sin 3x

(3) y =

(
tanx+

1

tanx

)2

(4) y = (3x− 1)
√
x3 + 1

(三重大 2022) 　　 (m20223109)

0.124 次の関数の導関数を求めよ．
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(1) y =
x√

x2 + 1
(2) y = tan−1(1 + x)

(奈良女子大 2002)　　 (m20023201)

0.125 以下の関数を微分せよ.

(1) y = cosh
(√

x2 + 1
)

(2) y = tan−1 x

(奈良女子大 2011) 　　 (m20113204)

0.126 次の関数を微分せよ. ただし, aは a > 0, かつ a ̸= 1の実定数である.

(1) y = a−x (2) y = sin(tanx)

(奈良女子大 2013) 　　 (m20133204)

0.127 次の微分を求めよ. ただし, aは実定数である.

(1)
d

dx
tan−1(ax) (2)

d

dx

(
x2e−ax

) ∂

∂x

√
x2 + y2 + z2

(奈良女子大 2014) 　　 (m20143201)

0.128 以下の関数を微分せよ. ただし, m, σは正の定数である.

(1) y = exp

[
− (x−m)2

2σ2

]
(2) y = tan−1 x2

(奈良女子大 2015)　　 (m20153201)

0.129 (1) 関数 f(x) = arctan

(
2

x

)
を xで微分せよ.

(2) 関数 f(ω) =
1√

(ω2 − ω2
0)

2 + 4γ2ω2
を考える. ここで, ω0, γ は正の実定数とする. 以下の問

いに答えよ;

(a) 極限値 lim
ω→∞

f(ω)を求めよ.

(b) ω > 0の範囲で, f(ω)が極大をもつために満たすべき ω0と γに対する条件式を求めよ. ま

たその時の ωを求めよ.

(奈良女子大 2017)　　 (m20173204)

0.130 下図のように, 点 Pを直線 y = (tan θ)xに関して対称な点 Qに移す変換行列を求めよ.

O

y

x
θ

P

Q

(奈良女子大 2019)　　 (m20193209)

0.131 (1) 関数 f(x)および g(x)は x = aにおいて，f(a) = g(a) = 0であり，f ′(a)および g′(a)が存在す

る．このとき，g′(a) ̸= 0であれば，次の式が成り立つことを示せ．

lim
x→a

f(x)

g(x)
=
f ′(a)

g′(a)

(2) 次の極限値を求めよ． lim
x→0

x− sinx

x− tanx
(京都大 2002)　　 (m20023301)
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0.132 次の微分方程式について, ( )内の初期条件を満たす解を求めよ.

(1) 2y
dy

dx
= x2 + 2x (x = 1のとき y = 0)

(2)
dy

dx
= ay +

b

y
(x = 0のとき y = 1) ただし, a, bは定数で a ̸= 0

(3)
dy

dx
= (1− y2) tanx (x = 0のとき y = 2)

(京都大 2014) 　　 (m20143301)

0.133 R2 に直交座標系 O − xyをとり, 次式で定義される曲線 C を考える.

x = a cos θ + b cos 2θ

y = a sin θ + b sin 2θ
(0 ≤ θ ≤ 2π)

ここに, a, bは正の数であり, a ̸= bを満たすものとする. このとき問 (1)～(3)に答えよ.

(1) Φ(θ)は, 次式を満たす連続関数であるとする.

(a cos θ + b cos 2θ) tanΦ(θ) = a sin θ + b sin 2θ (0 ≤ θ ≤ 2π)

このとき,
dΦ

dθ
を θの関数として求めよ.

(2) a = 2, b = 1のとき, C の概形を描け. また Φ(0) = 0であるとき, Φ(2π)を求めよ.

(3) a = 2, b = 1のとき, 次の積分を求めよ.∫ 2π

0

dθ

a2 + b2 + 2ab cos θ

(京都大 2014) 　　 (m20143306)

0.134 次の三角関数を含む微分方程式の一般解を, 定数 C を用いて求めよ.

(イ) x tan
y

x
− y + x

dy

dx
= 0 (ロ)

(
tan y − 6x2

)
dx+

x

cos2 y
dy = 0

(京都大 2018)　　 (m20183304)

0.135 f(x) = tan−1 x− tan−1 x

3
の最大値を求めよ．ただし，tan−1 は正接関数 tan の逆関数の主値で

ある．

(京都工芸繊維大 1998)　　 (m19983401)

0.136 定積分
∫ 1

0

x2 tan−1 xdx の値を求めよ．ただし tan−1 は tan の逆関数の主値である．

(京都工芸繊維大 2001)　　 (m20013402)

0.137 x > 0のとき，不等式

tan−1 x > x− x3

3

が成り立つことを示せ．ただし tan−1 は tanの逆関数の主値である．

(京都工芸繊維大 2004) 　　 (m20043407)

0.138 (1) tan
x

2
= tとおく．sinxと

dx

dt
を tを用いて表せ．

(2) 不定積分
∫

dx

2 + sinx
を求めよ．

(京都工芸繊維大 2004) 　　 (m20043409)
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0.139 実数 xが 0 < x <
π

2
を満たすとする. 行列式∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

0 sinx cosx tanx

− sinx 0 0 cosx

− cosx 0 0 sinx

− tanx − cosx − sinx 0

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
の値が

1

4
となるような xをすべて求めよ.

(京都工芸繊維大 2009) 　　 (m20093401)

0.140 xy平面上で定義された関数

f(x, y) =

{
x2Tan−1 y

x
(x ̸= 0)

0 (x = 0)

がある. ここで, Tan−1xは逆正接関数の主値を表す.

(1) x ̸= 0のとき, 偏導関数
∂f

∂x
(x, y)および

∂f

∂y
(x, y)を求めよ.

(2)
∂f

∂x
(0, y)および

∂f

∂y
(0, y)を定義に基づいて求めよ.

(3)
∂2f

∂y∂x
(0, 0)および

∂2f

∂x∂y
(0, 0)の値を求めよ.

(京都工芸繊維大 2010) 　　 (m20103403)

0.141 極限 lim
x→0

Tan−1(x3 + x)− x

x3
を求めよ.

(京都工芸繊維大 2020)　　 (m20203402)

0.142 xの関数 f(x) = 2
√
x+ 1−

√
x (x ≧ 0)を考える.

(1) f(x)の増減を調べ, 極値を求めよ.

(2) 極限 lim
x→∞

f(x)を求めよ.

(3) 関数 y = Tan−1

(
1

f(x)

)
(x ≧ 0)の値域を求めよ.

(京都工芸繊維大 2022) 　　 (m20223402)

0.143 2変数関数 f(x, y)を

f(x, y) = tan−1 y

x

で定める. ここで, 関数 θ = tan−1 sは, 関数

s = tan θ
{
−π
2
< θ <

π

2

}
の逆関数である. 2変数関数 g(x, y)を

g(x, y) = h
(√

x2 + y2
)
ef(x,y)

で定める. ここで, 関数 h(r)は区間 (0,∞)を定義域とし, 区間 (0,∞)において 1回微分可能とする.

以下の問いに答えよ.

(1) 2変数関数 p(x, y) =
√
x2 + y2 の xについての偏導関数 px(x, y)を求めよ.

(2) 2変数関数 q(x, y) = ef(x,y) の xについての偏導関数 qx(x, y)と y についての偏導関数 qy(x, y)

を求めよ.
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(3) g(x, y)の定義域において, 等式

−ygx(x, y) + xgy(x, y)− h′
(√

x2 + y2
)
ef(x,y) = 0

が成り立っているとする. ここで, gx(x, y) は g(x, y) の x についての偏導関数, gy(x, y) は

g(x, y)の y についての偏導関数, h′(r)は h(r)の導関数を表す. h(1) = 1を満たす h(r)を求

めよ.

( 大阪大 2021) 　　 (m20213506)

0.144 次の関数の導関数を求めなさい.

(1) tanhx (2)

√
1 + x2

1− x2
(−1 < x < 1) (3) loge(cosx)

(
−π
2
< x <

π

2

)
(大阪府立大 2010) 　　 (m20103611)

0.145 次の計算をせよ.

(1)

∫∫∫
D

dxdydz√
1− (x2 + y2 + z2)

(D = {(x, y, z) ∈ R3|x2 + y2 + z2 ≤ 1})

(2)

(
∂2

∂x2
+

∂2

∂y2

)
tan−1 y

x

(神戸大 2008) 　　 (m20083808)

0.146 x, y実数とし,

f(x, y) = Tan−1 y

x
(x ̸= 0)

とおく.以下の問いに答えよ.

(1) fx(x, y), fy(x, y)を求めよ.

(2) 曲線 z = f(x, y)の,点 (1, 1, π/4)における接平面と法線の方程式を求めよ.

(3) fxx(x, y) + fyy(x, y)を求めよ.

(神戸大 2010) 　　 (m20103804)

0.147

f(x) = tanx− 1

2
log

1 + sinx

1− sinx

(
−π
2
< x <

π

2

)
とおく. 以下の問いに答えよ.

(1) f ′(x)を求めよ.

(2) 0 < x <
π

2
のとき, f(x) > 0を示せ.

(3) 0 < x <
π

2
のとき, sinx < tanh(tanx)を証明せよ.

（ただし, 任意の実数 tに対して, tanh t =
et − e−t

et + e−t
である. ）

(神戸大 2011) 　　 (m20113807)

0.148 関係式 y = x tan θの定める陰関数 θ = θ(x, y)について　∆θ =
∂2θ

∂x2
+
∂2θ

∂y2
　を計算せよ.

(神戸大 2017)　　 (m20173803)

0.149 y = tan−1
(x
a

)
の微分係数

dy

dx
が次式で与えられることを証明せよ．ただし，aは定数で a > 0で

ある．
dy

dx
=

a

a2 + x2

(鳥取大 1997)　　 (m19973901)
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0.150 次の不定積分を計算せよ．（積分定数は省略してよい）

(1)

∫
x+ 2

x(x2 − 1)
dx (2)

∫
x− 2

x2 − x+ 1
dx

なお，必要であれば，公式
∫

dx

x2 + a2
=

1

a
tan−1 x

a
(a ̸= 0) を用いてもよい．

(鳥取大 2000)　　 (m20003901)

0.151 (1) x = tan yのとき, 逆関数 y = tan−1 xが定義できる. このとき, 逆関数の導関数
dy

dx
を求めよ.

(2) y = x4e−1/x を微分せよ.

(3) 次の関数を微分せよ. ただし, x > 0とし, また logの底は eとする.

y = log(x+
√
x2 + 1)

(鳥取大 2008) 　　 (m20083901)

0.152 次の各積分を求めよ.

(1) 不定積分
∫

tanx dx

(2) 広義積分
∫ 1

0

log x dx

(3) 2重積分
∫∫

|x|≤y≤1

√
y2 − x2 dxdy

(鳥取大 2009) 　　 (m20093913)

0.153 次の問に答えよ.

(1) 次の関数の導関数を求めよ. ただし, aは定数である.
1

tan(ax)

(2) 次の関数の第 n次導関数を求めよ. ただし, logは自然対数である. log(1 + x)

(3) 次の極限値を求めよ. lim
x→+0

xx

(鳥取大 2011) 　　 (m20113901)

0.154 (1) 広義積分
∫ ∞

1

tan−1 x

x2
dx を求めよ.

(2) ２つの関数
tan−1 x

x
と

π
2 − tan−1 x

x
は各々区間 [1,∞)で広義積分可能かどうかを答えよ.

(岡山大 2005) 　　 (m20054002)

0.155 (1) 座標平面上の点を直線 y = ax（aは実数）に関して対称な点に移す一次変換を考える.

a = tan
θ

2
(−π < θ < π)とおくとき,この一次変換を表す行列 Aを θを用いて表せ.

(2) 2次直交行列 Bの行列式が−1であるとき, Bの表す一次変換はある直線に関して対称な点を対

応させる変換であることを示せ.

(岡山大 2010) 　　 (m20104004)

0.156 次の問に答えよ.ただし,被積分関数が連続になる範囲のみを考えればよい.

(1)

∫
dx

x2 − 1
=

1

2
log

∣∣∣∣x− 1

x+ 1

∣∣∣∣+ C（C は積分定数）を示せ.

(2)

∫
dx

x2 + 1
= tan−1 x+ C（C は積分定数）を示せ.

ただし, y = tan−1 x
(
|y| < π

2

)
は x = tan yの逆関数を表す.
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(3)

∫
dx

(x− α)2
を求めよ.

(4) α < β のとき
∫

dx

(x− α)(x− β)
を求めよ.

(5) a > 0 , D = b2 − 4ac < 0のとき
∫

dx

ax2 + bx+ c
を求めよ.

(広島大 2005) 　　 (m20054101)

0.157 (1) 実数 tに対して, t = tan θ かつ − π

2
< θ <

π

2

を満たす θとして, 関数 θ = arctan tを定める. このとき,
d

dt
(arctan t)を求めよ.

(2) 不定積分
∫ (

x+
√
x2 + 1

)n
dx を x = sinh tと変数変換することにより求めよ.

ただし, nは 2以上の自然数とし, sinh tは sinh t =
et − e−t

2
とする.

(3) αと Rを実数とし, R ≧ 1と仮定する. 領域D = {(x, y) ∈ R2 | 1 ≦ x2 + y2≦ R2}における

重積分
∫∫

D

x2(x2 + y2)αdxdy の値を求めよ.

(広島大 2008) 　　 (m20084101)

0.158 関数 f(x) = tanhxを考える. ただし, tanhx =
ex − e−x

ex + e−x
である. このとき以下の問いに答えよ.

(1) f(x)の増減表とグラフを書き, 定義域と値域を求めよ.

(2) f(x)の逆関数 f−1(x)を求めよ. また, その定義域と値域も書け.

(広島大 2009) 　　 (m20094103)

0.159

∫
1

sinx
dxについて, t = tan

x

2
と置換することによって計算せよ.

(広島大 2016)　　 (m20164110)

0.160 実数 xに対し,

coshx =
ex + e−x

2
sinhx =

ex − e−x

2
tanhx =

sinhx

coshx

と定義する. 以下の問いに答えよ.

(1) f(x) = tanhxのグラフを描け. 増減表を書き, 変曲点があればすべて求めること.

(2) |f(x)| ≤ 4

5
を満たす xからなる区間を求めよ.

(3) f ′′(x) + 2f(x)
(
1− f(x)

2
)
= 0が成り立つことを示せ.

(4)

∫ +∞

−∞
f ′(x)

2
dxを求めよ.

(広島大 2017)　　 (m20174102)

0.161 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
= tanx cot y (2)

d2y

dx2
− 8

dy

dx
+ 15y = 0

(広島大 2021) 　　 (m20214107)

0.162 双曲線関数 sinh(x), cosh(x)および tanh(x)は次のように定義される．

sinh(x) =
ex − e−x

2
　　 cosh(x) =

ex + e−x

2
　　 tanh(x) =

sinh(x)

cosh(x)
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(1) sinh(x+ y) = sinh(x) cosh(y) + cosh(x) sinh(y)を証明しなさい．

(2) y = tanh(x) のグラフを描きなさい．

(山口大 2001)　　 (m20014308)

0.163 (1) 不定積分
∫

tanxdxを求めなさい．

(2) 不定積分
∫
x cos axdxを求めなさい．

(3) 不定積分
∫
dx/(x2(1− x))を求めなさい．

(山口大 2003)　　 (m20034306)

0.164 f(x) = tan−1 xのとき,次の問に答えよ.

(1) 関数 f(x)の導関数を求めよ.

(2) 次の等式を数学的帰納法により証明せよ.ただし, y = f(x)とする.

dny

dxn
= (n− 1)! cosny sin

(
ny +

nπ

2

)
(n = 1, 2, 3, · · · )

(3) f (n)(x) =
dny

dxn
とすると,次の等式が成り立つことを証明せよ.

f (2m)(0) = 0 , f (2m+1)(0) = (−1)m(2m)! (m = 0, 1, 2, 3, · · · )

(4) 関数 f(x)をマクローリン展開せよ.

(5) 次の等式を証明せよ.

π

4
=

∞∑
m=0

(−1)m
1

2m+ 1

(山口大 2005) 　　 (m20054311)

0.165 y = tanx
(
−π
2
< x <

π

2

)
の逆関数を x = arctan y または tan−1 y と書く．x = arctan y の導関数

を求めよ．

(山口大 2006) 　　 (m20064305)

0.166 次の定積分を計算しなさい. ただし, 0 < a <
π

2
とする.∫ a

0

tanx dx

(山口大 2009) 　　 (m20094313)

0.167 次の微分方程式の一般解を求めよ.

(tanx)
dy

dx
= 2y

(山口大 2012) 　　 (m20124301)

0.168 次の初期値問題について答えなさい.

(1) 次の微分方程式の一般解を求めなさい.
dy

dx
= −y tan

(
x+

π

3

)
(2) さらに, 次の式を満足する上記 (1)で求めた一般解の特殊解を求めなさい.

y(0) =
1

2
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(山口大 2017)　　 (m20174301)

0.169 変数変換 t = tan
θ

2
を利用して,

∫ π

0

1

1 + sin θ
dθを求めよ.

(徳島大 2010) 　　 (m20104403)

0.170 次の問いに答えよ.

(1) 微分可能な関数 f(x)が微分可能な逆関数 f−1(x)を持つとする. このとき, 次の式を示せ,

(f−1)′(f(x)) =
1

f ′(x)

(2) f(x) = tanxとし, tanx = tとおく. (1)を用いて次の式を示せ.

(f−1)′(t) =
1

1 + t2

(3) (2)を用いて次の式を示せ. ∫ √
3

0

dt

1 + t2
=
π

3

(4) 次の値を求めよ. ∫ ∞

0

dt

1 + t2

(高知大 2013) 　　 (m20134501)

0.171 次の極限値　 lim
x→∞

x
(π
2
− tan−1 x

)
　を求めよ.

(高知大 2016)　　 (m20164505)

0.172 tan−1 xの値域は
(
−π
2
,
π

2

)
とする．

(1) y = tan−1 xのグラフをかけ.

(2) x > 0のとき, tan−1 x > x− 1

3
x3 が成り立つことを示せ.

（愛媛大 2004）　　 (m20044601)

0.173 (1) 次の関数を微分せよ.

(a) log(1 + x4) (b) sin−1 x2

(2) α, β を定数とし ,

f(x) =


tan−1 x (x > 1)

β (x = 1)

αx− α+ β (x < 1)

とおく.ただし tan−1 xの値域は
(
−π
2
,
π

2

)
とする.次の問いに答えよ.

(a) f(x)が x = 1で連続になるように β を定めよ.

(b) lim
x→+0

f ′(x) = lim
x→1−0

f ′(x)となるように αを定めよ.

(愛媛大 2005) 　　 (m20054601)

0.174 関数 f(x) =
1

x
tan−1 xについて，次の各問に答えよ．

(1) f(x)は区間 (0,∞)上単調減少であることを示せ．

(2) 次の定積分の値を求めよ．
∫ √

2

0

x3f

(
1

2
x2
)
dx

(愛媛大 2006) 　　 (m20064606)
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0.175 次の極限を求めよ．

(1) lim
x→∞

{√
(x+ a)(x+ b)−

√
(x− a)(x− b)

}
（a, bは定数） (2) lim

x→0

1

x3

∫ x

0

tan(t2)dt

(愛媛大 2006) 　　 (m20064611)

0.176 (1) 次の広義積分を求めよ.

∫ ∞

π
4

dx

(x2 + 1) tan−1 x

(2) 次の不定積分を求めよ.

∫
dx

(x2 + 1)(x− 1)2

(愛媛大 2008) 　　 (m20084609)

0.177 (1) φ(u, v), ψ(u, v)が偏微分可能であるとき, J(u, v) =
∂φ

∂u

∂ψ

∂v
− ∂φ

∂v

∂ψ

∂u
とおく. 次の φ, ψに対

して J(u, v)を求めよ.

(a) φ(u, v) = eu cos v , ψ(u, v) = eu sin v

(b) φ(u, v) =
√
u2 + v2 , ψ(u, v) = tan−1 v

u

(2) D = {(x, y) ; x ≧ 0, y ≧ 0, x2 + y2≦ 1}とするとき, 次の 2重積分を求めよ.∫∫
D

x
√
y dxdy

(愛媛大 2008) 　　 (m20084610)

0.178 (1) 次の関数の導関数を求めよ.

(a) x tan−1 2x (b)
x√

1 + 9x2

(2) f(x) =
ex − e−x

2
, g(x) =

ex + e−x

2
について, 次の問いに答えよ.

(a) {g(x)}2 − {f(x)}2 = 1を示せ.

(b) 関数 y = f(x)が単調増加であることを示せ.

(c) 関数 y = f(x)の逆関数を h(x)とおくとき, 導関数 h′(x)を求めよ.

(愛媛大 2009) 　　 (m20094601)

0.179 (1) 次の曲線上の与えられた点 (a, b)における接線の方程式を求めよ.

(a) y = x log x , (a, b) = (e, e) (b) y =
e2x − e−x

e3x + e−2x
, (a, b) = (0, 0)

(2) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→4

3−
√
2x+ 1√
x− 2

(b) lim
x→0

tan−1 x− x

x3
ただし, tan−1 xの値域は

(
−π
2
,
π

2

)
とする.

(3) 関数 f(x)の導関数 f ′(x)の定義を述べよ.さらに, f(x) = c（定数関数）ならば f ′(x) = 0であ

ることを定義に従って示せ.

(愛媛大 2010) 　　 (m20104601)

0.180 (1) f(x) = tan−1 x+ tan−1 1

x
(x > 0)とおく. ただし, tan−1 xの値域は

(
−π
2
,
π

2

)
とする.

(a) 関数 f(x)の導関数 f ′(x)を求めよ. (b) f(2)の値を求めよ.

(2) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→0

e3x − e−4x

sin 5x
(b) lim

x→∞

cosx

log x
(c) lim

x→1

(
1

log x
− 1

x− 1

)
(愛媛大 2011) 　　 (m20114607)
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0.181 (1) 次の不定積分を求めよ. ∫
e2x cosx dx

(2) t = tan
x

2
とおいて, 次の定積分を求めよ.

∫ π
2

0

1

2 + cosx
dx

(愛媛大 2011) 　　 (m20114608)

0.182 f(x, y) = tan−1 y

x
とする. y

∂f

∂x
− x

∂f

∂y
と

∂2f

∂x2
− ∂2f

∂y2
を求めよ.

(愛媛大 2015)　　 (m20154603)

0.183 (1) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→+0

x log sinx (b) lim
x→+0

(sinx)x

(2) 次の関数の導関数を求めよ.

(a)
1√

x2 + x
(b) tan−1(2x+ 3)

(愛媛大 2017)　　 (m20174601)

0.184 (1) tan−1 x = sin−1 3

5
を満たす xの値を求めよ. ただし, tan−1 xは逆正接関数とし sin−1 xは逆

正弦関数とする.

(2) y = (x2 + 1)e−3x の n次導関数をライプニッツの公式を用いて求めよ.

(3) 自然数 nに対して In =

∫
sinn xdxと定める. このとき次の漸化式を示せ.

In = − 1

n
sinn−1 x cosx+

n− 1

n
In−2 (n ≥ 3)

(愛媛大 2017)　　 (m20174614)

0.185 (1) 次の関数の導関数を求めよ. ただし, aは正の定数とする.

(a) sin−1(x2) (b) xsin x (x > 0) (c) log
(
x+

√
x2 + a

)
(2) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→0

tanx− x

x3
(b) lim

x→∞

x
1
x

x
(愛媛大 2018)　　 (m20184601)

0.186 (1) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→π

4

2x tanx− π
2

sinx− cosx
(b) lim

x→∞
x log

(
x+ 2

x+ 4

)
(2) f(x) =

√
x+ 2とする.

(a) ３階までの導関数 f ′(x), f ′′(x), f ′′′(x)を求めよ.

(b) 次の式

lim
x→0

f(x)− a0 − a1x− a2x
2

x2
= 0

が成り立つように定数 a0, a1, a2 を定めよ.

(愛媛大 2021) 　　 (m20214601)

0.187 次の不定積分を求めよ.

(a)

∫
1

(1 + sin2 x) tanx
dx (b)

∫
x9e−x10

dx
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0.188 次の広義積分が収束するように定数 aを定め, そのときの広義積分の値を求めよ.∫ ∞

1

( √
x

x+ 1
− a√

x

)
dx

(愛媛大 2021) 　　 (m20214602)

0.189 (1) 実数
1√
3
≤ t ≤ 1に対して, 等式

1 + t2

t(1 + t− t2)
=
a

t
+

b+ ct

1 + t− t2
が成り立つように a, b, cを

定めよ.

(2) t = tan
x

2
とおくとき, sinx =

2t

1 + t2
, cosx =

1− t2

1 + t2
と表せることを示せ.

(3) 変数変換 t = tan
x

2
を行い, 次の定積分

∫ π/2

π/3

dx

(sinx+ 2 cosx) sinx
の値を求めよ.

(九州大 2008) 　　 (m20084718)

0.190 x ̸= 0に対して,

f(x) = −Tan−1 1

x

とおく.ただし, Tan−1y ∈
(
−π
2
,
π

2

)
は, y = tanxの逆関数である.

(1) x ̸= 0で

f ′(x) =
1

1 + x2

であることを示せ.

(2) 次の計算には誤りがある.誤りの原因を指摘し,正しい積分値を求めよ.∫ 1

−1

1

1 + x2
dx =

[
f(x)

]1
−1

= f(1)− f(−1) = −π
4
− π

4
= −π

2

(九州大 2010) 　　 (m20104707)

0.191 (1) aを a ̸= 0なる実数とするとき, 次の定積分を求めよ. ただし, 逆正接関数：Arctan xが
1

x2 + 1

の原始関数であることは既知として用いてよい.

∫
1

x2 + a
dx

(2) 次の積分を求めよ.

∫ 4

2

2x− 1

x2 − 2x+ 4

(九州大 2019)　　 (m20194711)

0.192 f(x, y) = arctan
x

y
について考える.

(1) f(x, y)の xに関する偏導関数および yに関する偏導関数を求めよ.

(2) 以下の条件下のもとで f(x, y)の曲面積を求めよ.

x ≧ 0, y ≧ 0, x2 + y2 ≦ 1

(九州大 2020)　　 (m20204703)

0.193 0 < A < B ≤ 1とするとき, 領域DをD =
{
(x, y)

∣∣ A ≤ x ≤ B, x2 ≤ y ≤ x
}
とし,

f(x, y) =
y + y2

x2 + y2
とする. このとき, 次の各問に答えよ.

ただし, 逆正接関数 arctan(x)が
1

x2 + 1
の原始関数であることは既知として用いてよい.

(1) 関数 g(x, y) = y − x arctan
(y
x

)
を yで偏微分した偏導関数を求めよ.

(2) 不定積分
∫
f(x, y)dxを求めよ. ただし, x > 0, y > 0とする.
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(3) 関数 h(x) = 2 arctan(x)− 2x+ x log(x2 + 1)の微分を求めよ.

(4)

∫
D

f(x, y)dxdy = H(B)−H(A)を満たす関数H(x)を求めよ.

(九州大 2021) 　　 (m20214708)

0.194 y = tanx (−π
2 < x < π

2 ) の逆関数（逆正接関数）を y = tan−1 x と書く．このとき，次の各問い

に答えよ．

(1) y = tan−1 x の導関数を求めよ．

(2) y = tan−1 x の不定積分を部分積分法を用いて求めよ．

(九州芸術工科大 2001)　　 (m20014802)

0.195 以下の関数の極限値を求めなさい．

(1) lim
x→−∞

2x√
1 + x2

(2) lim
x→0

tanx

x

（佐賀大 2001）　　 (m20014901)

0.196 置換積分法を用いて，次の定積分を計算せよ．ただし，逆三角関数 tan−1 x = arctanx について，

(tan−1 x)′ = 1/(1 + x2)となることに注意する．

(1)

∫ 6/π

2/π

cos(1/x)

x2
dx (2)

∫ 1

0

2x

1 + x4
dx

(佐賀大 2003)　　 (m20034913)

0.197 次の問に答えよ.

(1)
√
1 + 2 log xを xについて微分せよ.

(2) 極限値 lim
x→π

2 −0

(
tanx− 1

cosx

)
を求めよ.

（佐賀大 2004）　　 (m20044902)

0.198 次の積分を計算せよ.

(1)

∫
1

sinx
dx

(
ヒント : tan

x

2
= tとおく

)
(2)

∫ a

0

√
a2 − x2 dx (a > 0)

(3)

∫ π

−π

cosmx cosnx dx (m,n : 0以上の整数)

（佐賀大 2004）　　 (m20044911)

0.199 関数 f(x, y) = tan−1

(
x

y

)
を xと yでそれぞれ偏微分せよ.

（佐賀大 2004）　　 (m20044918)

0.200 平面上の直線 lを l : y = (tan θ)x (−π
2 < θ < π

2 )とし, f を平面上の与えられたベクトル aを lと

線対称な位置に移すという線形写像とする. このとき以下の問に答えよ.

(1) e1 =

(
1

0

)
, e2 =

(
0

1

)
とするとき, f(e1) , f(e2)を求めよ.

(2) 線形写像 f を表す行列を求めよ.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054919)

0.201 tan
x

2
= tとおく.以下の問に答えよ.
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(1)
dx

dt
を求めよ.ただし,答えは tの関数として表せ.

(2) cosxを tで表せ.

(3) 変数変換 tan
x

2
= tを行って,積分

∫
1

cosx
dxを求めよ.

(4) 曲線 y = − log | cosx| ,
(
0 ≤ x ≤ π

3

)
の長さを求めよ.

(佐賀大 2005) 　　 (m20054932)

0.202 次の関数を微分せよ．

(1) tanx (2) xx

(佐賀大 2006) 　　 (m20064905)

0.203 z = tan−1(u+ v) , u = 2x2 − y2 , v = x2yとするとき，偏導関数 zx, zy を求めよ．

ただし，必ず答えは x, yの関数として書くこと．

(佐賀大 2006) 　　 (m20064916)

0.204 次の不定積分を求めなさい.

(1)

∫
x−3/7 dx (2)

∫
cos(3x) dx (3)

∫
tanx dx

(4)

∫
2x · log x dx (5)

∫
1

1− 4x2
dx

(佐賀大 2007) 　　 (m20074903)

0.205 x − y 平面において, y 軸上を等速運動する点 P があり, その座標を (0, y)とする. x軸上の定点を

Aとし, その座標を (a, 0)とすると, x軸と直線 AP とのなす角 θの角速度は直線 AP の長さの 2乗

に反比例することを次の手順により示せ. ただし, 各変数の時間微分を y′ =
dy

dt
, θ′ =

dθ

dt
とする.

(1) 問題の関係を図で示せ.

(2) 点 P が等速運動する関係式を示せ. ただしその速度を v0（一定値）とする.

(3) tan θがどのように表されるかを示し, その両辺を時間 tで微分し, 題意を示せ.

(佐賀大 2008) 　　 (m20084904)

0.206 f(x) = −2 tan−1 x

x3
とおく. ただし, tan−1 xは tanxの逆関数である.

(1)

∫
f(x)dx =

tan−1 x

x2
+

1

x
+ tan−1 x+ C を示せ. ただし, C は積分定数である.

(2) 広義積分
∫ ∞

1

f(x)dxを求めよ.

(佐賀大 2009) 　　 (m20094907)

0.207 (1) 次の関数を積分しなさい.

(a)
1

16x2 − 9

(b)
1

(5x+ 7)5

(2) 次の関数を置換積分法で積分しなさい.

− tanx

34



(3) 次の定積分を求めなさい.∫ π
2

π
4

sinx dx

(佐賀大 2009) 　　 (m20094931)

0.208 次の関数を微分せよ.

(1)
1

tanx
(2) e

√
x

(佐賀大 2010) 　　 (m20104901)

0.209 次の関数 yの導関数 dy/dxを求めなさい.

(1) y = (ax+ b)/(cx+ d) (2) y = x−n (3) y = (x2 + 1)1/2 (4) y = tanx

(佐賀大 2010) 　　 (m20104923)

0.210 次の関数 yの導関数 dy/dxを求めなさい.

(1) y = x loge x− x (2) y =
1

3
(x2 + 1)3/2 (3) y =

a sin bx− b cos bx

a2 + b2
eax

(4) y = 3−x (5) y = loge

∣∣∣tan x
2

∣∣∣
(佐賀大 2013) 　　 (m20134924)

0.211 次の関数 yの導関数 dy/dxを求めなさい.

(1) y = 3
√
x2 + 1 (2) y =

{
1− (1− x2)2

}2
(3) y = tan 4x (4) y = xsin x

(佐賀大 2016)　　 (m20164930)

0.212 次の微分方程式を解け.

(1)
dy

dx
+ y tanx = sin 2x (2)

dy

dx
= x

(
1 + y2

)
(佐賀大 2017)　　 (m20174910)

0.213 次の関数 yの導関数 dy/dxを求めよ.

(1) y = x2e−x (2) y = tanx (3) y =
x2

log x
(4) y =

√
(1− x)(x2 + 3)

(x− 1)2

(佐賀大 2018)　　 (m20184921)

0.214 次の問いに答えよ. ただし, logは自然対数であり, eは自然対数の底である.

(1) 次の極限を求めよ.

(a) lim
x→1

2x3 − 7x2 + 2x+ 3

2x3 − 7x2 + 7x− 2
(b) lim

x→0
(1 + x)

1
x

(2) 次の微分を求めよ.

(a)
1√

x2 + 1
(b) tan2(x)

(佐賀大 2021) 　　 (m20214915)

0.215 極限値 lim
x→0

sin−1 x+ tan−1(2x)

x
を求めよ.

ただし, sin−1 xおよび tan−1 xは, それぞれ sinxおよび tanxの逆関数である.

(佐賀大 2022) 　　 (m20224913)

0.216 次の導関数を示せ.

(1) xn (2) ex (3) log x (4) sinx (5) tanx

（長崎大 2004）　　 (m20045003)
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0.217 xを 0 ≤ x <
π

2
の実数とする.このとき,以下の問に答えよ.

(1) cos2 x+ sin2 x = 1を用いて,次の公式

cos2 x =
1

1 + tan2 x

を導きなさい.

(2) y = tan−1 xに対して,逆関数の微分の公式

dy

dx
=

1(
dx

dy

)
を用いて,

dy

dx
を xを用いて表しなさい.

(3) nを自然数とし,

In =

∫
1

(x2 + 1)n
dx

とおく.この In に対して, n = 1のときの I1 を求めなさい.

(4) (3)で与えられた In を

In =

∫
1

(x2 + 1)n
dx =

∫
1 ×

1

(x2 + 1)n
dx

と考え,部分積分法を用いて

In+1 =
x

2n(x2 + 1)n
+

(
1− 1

2n

)
In

が成り立つことを示しなさい.

(5) (3)で与えられた In に対して, n = 3のときの I3 を求めなさい.

(長崎大 2005) 　　 (m20055001)

0.218 一辺の長さが 1 であるような正方形の折り紙があり (fig.1),これを図のように折る場合を考える.

A B

CD

θ

E

A

D C

E
B

F

A

C

E

F

fig.1 fig.2 fig.3

(1) fig.1の状態から ∠BAEが θであるような折り目AEに沿って折ると fig.2のようになった.三角

形 ABE の面積を求めよ.

(2) fig.2の状態で三角形 ABEの面積が五角形 ABECDの面積と等しいとき tan θの値はいくらか.

(3) 次に fig.2の状態から∠BADの二等分線AF に沿って折ると fig.3のようになった.四角形AECF

の面積を求めよ.

(長崎大 2005) 　　 (m20055002)

0.219 次の微分方程式を解け.

(1) y′ = tanx cot y (2) x(x− y)y′ + y2 = 0

(長崎大 2007) 　　 (m20075010)
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0.220 以下の問いに答えなさい. ただし, yは −π
2
< y <

π

2
とする.

(1) x = tan yに対して,
dx

dy
を求めなさい.

(2) y = tan−1 xに対して, 逆関数の微分の公式

dy

dx
=

1

dx

dy

を利用して,
dy

dx
を xで表しなさい.

(長崎大 2009) 　　 (m20095001)

0.221 以下の問いに答えよ. ただし, aは正の定数とする.

(1) ax の微分を求めよ.

(2) tan−1 xの微分を求めよ.

(3) f(x, y) =
tan−1 x

ay
の x偏微分

∂f

∂x
と y偏微分

∂f

∂y
をそれぞれ求めよ.

(4) cosxをマクローリン展開せよ.

(長崎大 2009) 　　 (m20095007)

0.222 (1) 次の関数を微分せよ.

(a) sin−1 x

3

(b) e−x
2 + tanx

(2) 次の極限値を求めよ.

(a) lim
x→0

cosx− 1 +
x2

2
x4

(b) lim
x→+0

xx

(長崎大 2009) 　　 (m20095011)

0.223 次の関数の
dy

dx
を求めよ.

(1) y = tan(2x− 3) (2) x3y3 + y − x = 0

(長崎大 2010) 　　 (m20105003)

0.224 (1) arctan xの x = 0における Taylor展開を，５次の項まで求めよ．

(2) BC = 10, AC = 1, ∠C =
π

2
である直角三角形 ABC において，∠B の値（ラジアン）を小数

第４位まで求めよ．

(熊本大 2004)　　 (m20045201)

0.225 次の問いに答えなさい. ただし, |x| < 1とする.

(1)
(
tan−1 x

)′
=

1

1 + x2
を用いて, tan−1 xのMaclaurin展開を求めなさい. なお,

1

1− x
= 1 + x+ x2 + x3 + · · ·

である.
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(2) θ = tan−1 1

5
とするとき,

tan 2θ =
5

12
, tan 4θ =

120

119
, tan

(
4θ − π

4

)
=

1

239

であることを示して,
π

4
= 4 tan−1 1

5
− tan−1 1

239
を導きなさい.

(3) (1),(2)を用いて, π の近似値を小数第 5位まで求めなさい. 必要であれば, 以下の補助表を用

いてもよい.

補助表

x x
x2

2

x3

3

x4

4

x5

5

x6

6

x7

7
· · ·

1

5
0.2 0.02 0.00267 0.0004 0.00006 0.00001 0 · · ·

1

239
0.00418 0.00001 0 0 0 0 0 · · ·

(熊本大 2013) 　　 (m20135203)

0.226 次の微分方程式の一般解 y = y(x)を求めよ.

x tan
y

x
− y + x

dy

dx
= 0

(宮崎大 2012) 　　 (m20125305)

0.227 y = y(x)に関する微分方程式
dy

dx
=
x+ 3y

3x− y
· · · · · · (∗)

について, 次の各問に答えよ.

(1) y = xuとおいて, (∗)を u = u(x)についての微分方程式に書き直せ.

(2) (∗)の一般解を求めよ. ただし,

∫
1

1 + u2
du = tan−1 u+C （C は積分定数）を用いてもよい.

(宮崎大 2015)　　 (m20155305)

0.228 置換積分法を用いて，次の不定積分を求めよ．ただし，a ̸= 0

(1)

∫
1√

a2 − x2
dx (x = a sin θとおく) (2)

∫ √
a2 − x2dx (x = a sin θとおく)

(2)

∫
1

1 + cosx
dx (t = tan

x

2
とおく)

（鹿児島大 2001）　　 (m20015407)

0.229 tan
x

2
= tと置くとき，積分

∫
1

cosx
dxを求めよ．

（鹿児島大 2001）　　 (m20015411)

0.230 次の関数を微分せよ.

(1) y = cos(θ) · sin(θ) (2) y = tan(x) · log(x)

(鹿児島大 2007) 　　 (m20075409)

0.231 微積分に関する以下の問に答えよ.
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(1) 次の微分を計算し, 簡単な式で表せ.

(a)
d

dx
sin(tan(x)) (b)

d

dx
(sin 2x · tan 2x)

(2) 次の不定積分を求めよ.

(a)

∫
1

2x2 − x− 3
dx (b)

∫
dx

x2 + 1

(鹿児島大 2009) 　　 (m20095401)

0.232 次の微分・積分を求めなさい.

(1)
d

dx

(
tan

1

x

)
(2)

∫ 2

1

2e2x

e2x + 1
dx

(鹿児島大 2009) 　　 (m20095405)

0.233 微積分に関する以下の問に答えよ.

(1) 次の微分を計算し, 簡単な式で表せ.

(a)
d

dx
sin(tanx) (b)

d

dx

(
log 2x · tanx2

)
(2) 次の不定積分を求めよ. ただし, a, bは任意定数とする.

(c)

∫
1

x2 + (a− b)x− ab
dx (d)

∫
dx

x2 + a2

(鹿児島大 2009) 　　 (m20095413)

0.234 以下の問に答えよ.

(1) xの関数 f(x), g(x)について, 以下の部分積分法の公式∫
f(x)g′(x)dx = f(x)g(x)−

∫
f ′(x)g(x)dx

が成り立つことを示せ.

(2) 上記の公式を利用して, 不定積分
∫

log x dxを求めよ.

(3) t = tan
x

2
とする. このとき, sinx =

2t

1 + t2
, cosx =

1− t2

1 + t2
, dx =

2dt

1 + t2
であることを示せ.

(4) 前問の結果を利用して, 不定積分
∫

dx

1 + sinx
を求めよ.

(鹿児島大 2011) 　　 (m20115401)

0.235 以下の微分を計算せよ.

(1)
d

dx

{
log
(
tan

x

2

)}
(ただし, 0 < x < π)

(2)
d

dx

(
sin−1 x

)
(ただし, −1 < x < 1)

(鹿児島大 2013) 　　 (m20135401)

0.236 次の微分を求めなさい.

d

dx

[
tan−1

√
x
]

(ただし, tan−1は arctanとする.)

(鹿児島大 2013) 　　 (m20135406)

0.237 以下の微分を計算せよ.

(1)
d

dx

{
tan−1

(x
2

)}
(2)

d

dx

(
ex

x2 + 1

)
(鹿児島大 2014) 　　 (m20145406)
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0.238 次の関数を xで微分しなさい.

y = (tan(x))
x

(鹿児島大 2018)　　 (m20185416)

0.239 次の微分を計算せよ．
d

dx

[
tan−1

(
1

2− 3x

)]
(室蘭工業大 2006) 　　 (m20065510)

0.240 (1) lim
x→∞

x
(π
2
− tan−1 x

)
を求めよ． (2) f(x) = esin

−1 x を微分せよ．

(3)

∫
log(1 + x2)dxを求めよ．

(岡山県立大 2006) 　　 (m20065601)

0.241 関数 f(x) =
1

1 + x2
について, 以下の設問に答えよ.

(1) y = f(x)のグラフを xy平面上に描け.

(2) 曲線 y = f(x)と x軸で囲まれる面積を求めよ. ただし, x = tan tなる変数変換を用いて, 積分

計算の過程も示せ.

(3) x4 までの項で表した f(x)のマクローリン展開式は　 f(x) ∼= 1− x2 + x4 　であることを導け.

(4) 設問 (3)の結果を利用して, 次の近似式を導け.

tan−1 x ∼= x− 1

3
x3 +

1

5
x5 (ただし, |x| < 1 )

(島根大 2008) 　　 (m20085809)

0.242 (1) 次の極限値は存在するかどうか調べよ.

(a) lim
(x,y)→(0,0)

sinxy

x2 + y2

(b) lim
(x,y)→(0,0)

sinxy√
x2 + y2

(2) f(x, y) = tan−1 y

x
とするとき, 次の問いに答えよ.

(a) f の 2次偏導関数をすべて求めよ.

(b) x = sin(u+ v) , y = cos(u− v)とするとき, 偏導関数 fu と fv を求めよ.

(島根大 2009) 　　 (m20095803)

0.243 以下の各設問に答えよ. ただし, xは実数とする.

(1) 関数 f(x), g(x)を f(x) = x− tan−1 x , g(x) = x− x sinxと定義する. 以下の問いに答えよ.

(a) 導関数 f ′(x), 第 2次導関数 f ′′(x)を求めよ.

(b) 導関数 g′(x), 第 2次導関数 g′′(x)を求めよ.

(c) lim
x→0

f(x)

g(x)
の値を求めよ.

(2) 関数 y(x)を y(x) = (x2 + 1)e−x と定義する. 以下の問いに答えよ.

(a) 導関数 y′(x), 第 2次導関数 y′′(x)を求めよ.

(b) lim
x→∞

y(x) = 0であることを示せ.

(c) y′(x), および y′′(x)の符号を用いて, 関数 y(x)の増減表を作成せよ. また, 関数 y(x)のグ

ラフの概形をかけ.

(島根大 2012) 　　 (m20125801)

40



0.244 次の問いに答えよ. ただし, Arctanxは tanx (−π/2 < x < π/2)の逆関数とする.

(1) Arctanxの導関数と不定積分を求めよ.

(2) n = 0, 1, 2, · · · に対して

I(n) =

∫ 1

0

x2n

1 + x2
dx

とおくとき, I(n+ 1)を I(n)を用いて表し, さらに I(3)を計算せよ.

(3)

∫ 1

0

x5Arctanx dxを計算せよ.

(4)

∫ 1

0

x(Arctanx)2 dxを計算せよ.

(島根大 2012) 　　 (m20125807)

0.245 デカルト座標系 (x, y)で，(x2 + y2)3 = 4x2y2 と表現される曲線について以下の問に答えよ．

(1) 極座標系 (r, θ)での関係式に変換せよ (r =
√
x2 + y2, tan θ = y/x).

(2) グラフの概形を図示せよ．

(3) 曲線が囲む図形の面積（複数の図形がある場合はすべての合計）を求めよ．

(首都大 2004) 　　 (m20045905)

0.246 次の文章中の 1⃝ ～ 5⃝ に入れるのに最も適当な分数を答えなさい.

(1)
1

cosx
のマクローリン展開を x4 の項まで求めると, 1 + 1⃝ x2 + 2⃝ x4 が得られる.

(2) tanxのマクローリン展開を x5 の項まで求めると, x+ 3⃝ x3 + 4⃝ x5 が得られる.

(3) lim
x→0

x− tanx

x3
の極限値は, 5⃝ である.

(首都大 2014) 　　 (m20145906)

0.247 次の関数を微分しなさい.

(1) f(x) =
√
3− 2x2 (2) f(x) =

x

ex
(3) f(x) = tan−1(1− x)

(首都大 2016)　　 (m20165904)

0.248 (1) 次の関数について
dy

dx
を求めよ. x =

a

cos θ
, y = b tan θ （ a, bは定数, ただし, a ̸= 0）

(2) 次の関数について
dy

dx
を求めよ. y =

1

2

(
x
√
1− x2 + sin−1 x

)
(3) 次の極限値を求めよ. lim

x→+0
xx

(東京都立大 2020)　　 (m20205910)

0.249 不定積分

I =

∫
1

4 sinx+ 3 cosx
dx

について 以下の問いに答えよ.

(1) t = tan
x

2
として置換し, 上記の不定積分を I =

∫
g(t)dtの形で表せ.

(2) 前問 (1)で得られた式を用いて不定積分 I を求めよ. なお, 解は tan
x

2
を含む式でよい.

(東京都立大 2022) 　　 (m20225905)

0.250 (1) y = ex
x

(= exp(xx))の導関数を求めよ.
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(2) f(x) = tanxの逆関数 f−1(x) = tan−1 xの導関数を求めよ.

(滋賀県立大 2007) 　　 (m20076001)

0.251 極限 lim
x→+∞

x
(
tan−1(3x)− π

2

)
を求めよ. ただし, tan−1 の値域は

(
−π
2
,
π

2

)
とする.

(滋賀県立大 2021) 　　 (m20216001)

0.252 極限値 lim
x→+0

xtan x を求めよ.

(滋賀県立大 2022) 　　 (m20226001)

0.253 y ∈
(
−π
2
,
π

2

)
に対する正接関数 tan yの逆関数を Tan−1xとする. すなわち,

y = Tan−1x ⇐⇒ x = tan y
(
x ∈ (−∞, ∞) , y ∈

(
−π
2
,
π

2

))
とする. このとき, 以下の問いに答えよ.

(1) Tan−11の値を求めよ.

(2) Tan−1

√
3

4
+ Tan−1 3

√
3

7
の値を求めよ.

ただし, 必要であれば, 次の正接関数に対する加法定理は既知として用いてよい.

tan(α+ β) =
tanα+ tanβ

1− tanα tanβ

(はこだて未来大 2009) 　　 (m20096303)

0.254 y ∈
(
−π
2
,
π

2

)
に対する正接関数 tan yの逆関数を Tan−1xとする. すなわち,

y = Tan−1x ⇐⇒ x = tan y
(
x ∈ (−∞,∞), y ∈

(
−π
2
,
π

2

))
とする. 以下の問いに答えよ.

(1) y = Tan−1xのグラフの概形を描け.

(2) Tan−1 2

3
+Tan−1 1

5
の値を求めよ. ただし, 必要であれば, 次の正接関数に対する加法定理は既

知として用いてよい.

tan(α+ β) =
tanα+ tanβ

1− tanα tanβ

(はこだて未来大 2013) 　　 (m20136305)

0.255 (1) lim
x→0

x

(
e1/x − 1

e1/x + 1

)
を求めよ.

(2) 0 < x < πのおいて,
d

dx
log
(
tan

x

2

)
を求めよ.

(3) Sin−1 3

5
+ Sin−1 4

5
を求めよ.

ただし. sinxの逆関数 Sin−1xの値域は,
[
−π
2
,
π

2

]
とする.

(はこだて未来大 2015)　　 (m20156302)

0.256 f(x) = arctanx, つまり f(x)を tanxの逆関数とするとき, 以下の問いに答えよ.

(1) f(x)の第 3次導関数 f (3)(x)を求めよ.

(2) 以下の等式を満たす 4つの定数 a0, a1, a2, a3 をすべて求めよ.

f(x) = a0 + a1x+ a2x
2 + a3x

3 + o(x3) (x→ 0)

ただし, 記号 oはランダウのスモールオーである.
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(3) f
(√

3
)
の値を求めよ.

(4)

∫ √
3

0

f(x)dxの値を求めよ.

(はこだて未来大 2017)　　 (m20176302)

0.257

∫ 1

0

x tanh(1− x2)dxを求めよ.

(はこだて未来大 2022) 　　 (m20226303)

0.258 次の積分を計算せよ.

(1)

∫
3x2 + x

x3 + x2 − x− 1
dx (2)

∫ π
3

π
6

dx

cosx sinx
(tanx = tとおく)

(東京海洋大 2007) 　　 (m20076404)

0.259 xy 平面上において,原点 O を中心とする半径 1 の円 C1 と,放物線 C2 : y =
2

3
x2 − a (a > 1) を

考える. C2 の接線のうち,傾きが tan θ となるものを l とし, C2 との接点を P とする.ただし, θ は

0 < θ <
π

2
を満たす定数とする.また,原点 Oを通り, lと直交する直線をmとし, mと円 C1 との交

点のうち第 4象限の点を Qとする.

(1) 直線 lの傾きが
√
3であるとき, θの値を求めよ.また,このときの点 P の座標が

(
3

4

√
3,

9

8
− a

)
となることを示せ.

(2) 直線 lの傾きが
√
3であるとき,直線mを表わす方程式を求めよ.また,点 Qの座標を求めよ.

(3) 3点 O, P, Qが同一直線上に並ぶための必要十分条件は tan θ =

√
8

3
a− 2であることを示せ.

(4) a =
9

8
のとき, C1 上の点と C2 上の点を結ぶ線分の長さの最小値を求めよ.

(東京工科大 2010) 　　 (m20106907)
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